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補
正
予
算

向
上
を
は
か
り
ま
す
。

　
事
業
内
容
は
令
和
４
年
10

月
１
日
現
在
で
嬉
野
市
内
に

住
民
登
録
が
あ
る
全
市
民
を

対
象
と
し
て
３
０
０
０
円
分

の
「
う
れ
し
か
ー
ど
」
の
ポ

イ
ン
ト
を
交
付
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
取
得
済
み
、
ま
た
は
新

た
に
令
和
５
年
１
月
31
日
ま

で
に
取
得
す
る
方
を
対
象
に
、

５
０
０
０
円
分
の
ポ
イ
ン
ト

が
上
乗
せ
し
て
交
付
さ
れ
ま

す
。

問　
ポ
イ
ン
ト
の
交
付
方

法
は
ど
う
す
る
。

答　
個
人
あ
て
に
申
請
書

を
郵
送
し
、
申
請
し
て
も
ら

う
。

問　
子
ど
も
へ
の
分
の
交

付
方
法
は
ど
う
す
る
。

答　

４
月
１
日
現
在
で
15

歳
未
満
者
は
保
護
者
に
交
付

す
る
。

女
性
が
輝
く

ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

　
　

８
０
０
万
円

　
　

８
０
０
万
円

　
こ
の
事
業
は
、
少
子
化
な

ど
の
影
響
に
よ
る
人
口
減
に

歯
止
め
を
か
け
る
べ
く
取
り

組
ん
で
い
る
、
女
性
が
輝
く

ま
ち
づ
く
り
を
さ
ら
に
加
速

さ
せ
る
た
め
、
ま
ち
づ
く
り

の
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
女
性
目

　
こ
の
事
業
は
、
長
引
く
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
影
響
に
加
え
、
物
価

高
騰
に
よ
る
更
な
る
消
費
の

冷
え
込
み
が
懸
念
さ
れ
る
な

か
、
全
市
民
を
対
象
と
し
て

「
う
れ
し
か
ー
ど
」
の
ポ
イ

ン
ト
を
交
付
す
る
こ
と
で
、

市
内
で
の
消
費
活
動
を
う
な

が
し
市
内
経
済
の
活
性
化
を

は
か
る
も
の
で
す
。

　
さ
ら
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
取
得
済
み
、
ま
た
は
新

た
に
取
得
す
る
市
民
に
対
し

「
う
れ
し
か
ー
ど
」
の
ポ
イ

ン
ト
を
上
乗
せ
し
て
交
付
す

る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得
率

➡

3億 1,435万円補正
一般会計総額　193 億 6,661 万円に

9 月定例会

　
令
和
４
年
第
３
回
定
例
会
は
９
月
２
日
に
招
集
さ
れ
、
10
月
５
日
ま
で
34
日
間
の
日
程
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
本
定
例
会
に
は
、
報
告
９
件
と
条
例
の
制
定
２
件
、
条
例
の
一
部
改
正
３
件
、
市
道
の
廃
止
、

認
定
に
関
す
る
も
の
２
件
、
令
和
４
年
度
の
補
正
予
算
３
件
、
決
算
認
定
９
件
の
全
部
で
28
件
が

上
程
さ
れ
ま
し
た
。
慎
重
審
議
の
結
果
、
９
月
21
日
、
令
和
３
年
度
決
算
認
定
９
件
を
除
く
10
件

の
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
９
月
28
日
、
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
令
和
３
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
な

ど
９
件
の
決
算
認
定
に
つ
い
て
も
慎
重
審
査
を
お
こ
な
い
、
10
月
５
日
に
全
会
一
致
に
よ
り
認

定
・
可
決
し
閉
会
し
ま
し
た
。
（
賛
否
表
は
P
４
）

　
今
議
会
に
お
い
て
３
件
の
発
議
を
お
こ
な
い
、
一
般
質
問
は
13
名
の
議
員
が
３
日
間
に
わ
た

り
、
市
政
全
般
に
つ
い
て
執
行
部
へ
鋭
く
質
問
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
対
策
事
業

（
経
済
活
性
化
事
業
）　  

１
億
７
１
０
０
万
円

１
億
７
１
０
０
万
円
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補
正
予
算

▲女性目線でステキなまちを

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
対
策
費

負
担
事
業

  

５
５
６
７
万
円

５
５
６
７
万
円

任
意
予
防
接
種
事
業

　　
  

３
４
７
万
円

３
４
７
万
円

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
予
防
や
重
症
化
を
防
ぐ

た
め
、
ワ
ク
チ
ン
４
回
目
接

種
（
医
療
従
事
者
・
高
齢
者

施
設
等
従
事
者
を
含
む
）
と

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ

ン
の
５
回
目
接
種
の
費
用
を

医
療
機
関
へ
の
委
託
料
と
し

て
５
５
６
７
万
円
が
予
算
化

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
任
意
予
防
接
種
事

業
と
し
て
、
０
歳
か
ら
18
歳

ま
で
を
対
象
と
し
て
い
た
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接

種
費
用
軽
減
事
業
の
対
象
者

に
、
新
た
に
妊
産
婦
を
追
加

す
る
費
用
と
し
て
３
４
７
万

円
が
予
算
化
さ
れ
ま
し
た
。

問　
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
対
象
者
は
。

答　

３
回
目
接
種
が
済
ま

れ
た
方
で
あ
る
。

問　
新
た
に
妊
産
婦
を
対

象
に
し
た
理
由
は
。

答　
新
生
児
や
乳
幼
児
に

対
し
感
染
拡
大
を
予
防
す
る

た
め
で
あ
る
。

問　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

ク
チ
ン
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種

は
、
一
定
期
間
を
あ
け
て
接

種
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
。

答　
こ
れ
ら
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
み
に
関
し
て
だ
け
、

同
時
接
種
が
可
能
で
あ
る
。

経
営
発
展
支
援
事
業

（
新
規
就
農
者
育
成
総
合
対
策
）

  

１
５
０
０
万
円

１
５
０
０
万
円

　
こ
の
事
業
は
、
農
業
へ
の

人
材
の
一
層
の
呼
び
込
み
と

定
着
を
は
か
る
た
め
に
、
就

農
後
の
経
営
発
展
の
た
め
の

機
械
・
施
設
な
ど
の
導
入
等

を
支
援
す
る
事
業
で
す
。

　
青
年
等
就
農
計
画
を
作
成

し
、
認
定
新
規
就
農
者
と
認

定
さ
れ
た
農
業
者
が
、
新
規

に
就
農
を
お
こ
な
う
際
の
初

期
投
資
費
用
の
負
担
軽
減
の

た
め
に
補
助
金
と
し
て
１
５

０
０
万
円
が
予
算
化
さ
れ
ま

し
た
。

　
対
象
者
は
、
49
歳
以
下
で

令
和
４
年
度
に
新
た
に
農
業

経
営
を
開
始
す
る
認
定
新
規

就
農
者
で
、
開
始
型
未
受
給

者
と
開
始
型
受
給
者
の
2
つ

の
区
分
が
あ
り
、
各
区
分
に

お
い
て
補
助
対
象
事
業
費
の

上
限
額
が
決
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
議
会
と
し
て
は
、
積
極
的

な
周
知
を
お
こ
な
い
対
象
者

の
拡
大
を
は
か
る
よ
う
求
め

ま
し
た
。

問　
何
名
に
対
し
て
の
予

算
額
の
計
上
か
。

答　
対
象
者
は
3
名
で
あ

る
。

問　
補
助
割
合
は
。

答　
国
が
2
分
の
１
、
県

が
4
分
の
1
で
あ
り
、
本
人

負
担
は
残
り
4
分
の
１
で
あ

る
。議

案
41
号

嬉
野
市
塩
田
庁
舎
等
利
活
用

検
討
委
員
会
設
置
条
例

　
こ
の
条
例
は
、
塩
田
庁
舎

や
周
辺
地
域
一
体
の
発
展
を

目
指
し
、
塩
田
庁
舎
や
周
辺

の
公
共
施
設
等
の
、
よ
り
具

体
的
な
活
用
策
の
検
討
及
び

協
議
を
お
こ
な
う
た
め
、
検

討
委
員
会
を
設
置
す
る
条
例

で
す
。

　
か
ね
て
よ
り
塩
田
地
区
区

長
会
か
ら
も
こ
の
よ
う
な
組

織
の
立
ち
上
げ
を
要
望
さ
れ

て
お
り
、
議
会
も
付
帯
決
議

を
議
決
し
ま
し
た
。

　
委
員
会
は
、
学
識
経
験
者

や
知
識
経
験
者
の
ほ
か
公
共

的
団
体
が
推
薦
す
る
者
で
構

成
さ
れ
ま
す
。

　
塩
田
庁
舎
を
中
心
に
周
辺

地
域
が
、
今
後
ま
す
ま
す
住

み
よ
い
街
と
し
て
活
性
化
す

る
よ
う
、
委
員
会
と
し
て
の

活
動
に
期
待
し
ま
す
。

問　
委
員
は
合
計
何
名
か
。

答　
委
員
は
15
名
以
内
で

組
織
す
る
。

問　
任
期
は
い
つ
ま
で
か
。

答　
委
嘱
の
日
か
ら
市
長

へ
の
報
告
が
終
了
す
る
ま
で
。

問　
公
共
的
団
体
が
推
薦

す
る
者
と
は
。

答　
塩
田
地
区
を
中
心
に

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
の
団
体

が
推
薦
す
る
者
を
考
え
て
い

る
。

➡

9月補正　主な事業
事　業　名 補　正　額

テレワーク等推進事業 674万円

空き家バンク利用促進事業 540万円

保育対策総合支援事業 559万円

新型コロナウイルス対策協力金事業 980万円

伝統的建造物群基盤強化（保存修理）事業 200万円

線
を
取
り
入
れ
る
取
り
組
み

を
推
進
す
る
も
の
で
す
。

　
内
容
と
し
て
は
、
女
性
目

線
を
積
極
的
に
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
入
れ
る
た
め
に
、
女

子
野
球
を
は
じ
め
と
す
る
女

性
ス
ポ
ー
ツ
ア
ス
リ
ー
ト
と

と
も
に
、
未
来
志
向
型
の
対

話
の
場
で
あ
る
フ
ュ
ー
チ
ャ

ー
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
女

性
が
輝
く
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
も
の
で
す
。

問　
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー
と
は
何
か
。

答　
企
業
や
自
治
体
な
ど

の
組
織
が
中
長
期
的
な
課
題

解
決
や
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
創
造
を
目
指

し
、
様
々
な
関
係
者
を
幅
広

く
集
め
、
新
た
な
ア
イ
デ
ア

を
出
し
合
い
相
互
協
力
の
も

と
実
践
す
る
取
り
組
み
の
こ

と
で
あ
る
。
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賛
否
表

請
願
・
陳
情

令和4年9月定例会議案賛否表（主なもの）
第２回臨時会を含む

議 案 番 号 議　案　名

番　号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

結

果

表
決
数

水
山 

洋
輔

大
串 

友
則

古
川 

英
子

阿
部 

愛
子

山
口 

卓
也

諸
上 

栄
大

諸
井 

義
人

山
口
虎
太
郎

宮
﨑 

良
平

川
内 
聖
二

増
田 
朝
子

森
田 

明
彦

芦
塚 

典
子

田
中 

政
司

梶
原 

睦
也

議案第40号 令和４年度　嬉野市一般会計
補正予算（第４号） 可決 14 : 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第41号 嬉野市塩田庁舎等利活用検討
委員会設置条例について 可決 15 : 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第42号 嬉野市塩田津公開活用施設の設
置及び管理に関する条例について 可決 15 : 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第45号 嬉野市特定公共賃貸住宅管理条
例の一部を改正する条例について 可決 15 : 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第48号 令和４年度　嬉野市一般会計
補正予算（第５号） 可決 15 : 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第51号 令和３年度　嬉野一般会計歳
入歳出決算認定について 認定 15 : 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議第  7号 嬉野市議会会議規則の一部を
改正する規則について 可決 15 : 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議第  8号 燃料・肥料・飼料価格高騰等に
対する意見書について 可決 15 : 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議第  9号
嬉野市庁舎基本構想（1庁舎体
制）に伴う塩田町地域振興を求
める意見書について

可決 15 : 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○は賛成　●は反対
議長は採決に加わりません

請　
願

嬉
野
市
庁
舎
基
本
構
想

（
１
庁
舎
体
制
）施
行
に
伴
う
塩
田

町
地
域
振
興
計
画（
仮
称
）の
策
定

に
つ
い
て
の
請
願
書

嬉
野
市
塩
田
町
久
間　
　
　

堤
ノ
上
区
長　
田
中
昌
弘

外
45
名

陳　
情

中
国
共
産
党
に
よ
る
臓
器
収
奪
の

即
時
停
止
な
ら
び
に
人
権
状
況
の

改
善
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に

関
す
る
陳
情

兵
庫
県
伊
丹
市
北
伊
丹

井
田
敏
美

燃
料・肥
料・飼
料
価
格
高
騰
等
に

対
す
る
要
請
書

佐
賀
県
佐
賀
市
栄
町　

佐
賀
県
農
政
協
議
会

会
長　
金
原
壽
秀

外
９
名

地
方
財
政
の
充
実・強
化
を
求
め
る

意
見
書
採
択
に
関
す
る
陳
情
書

会
計
年
度
任
用
職
員
の
処
遇
改
善
に

む
け
た
法
改
正
と
雇
用
安
定
に

関
す
る
陳
情
書

佐
賀
県
佐
賀
市
駅
前
中
央　
　
　
　
　
　

　
全
日
本
自
治
団
体
労
働
組
合
佐
賀
県
本
部

執
行
委
員
長　
宮
崎
啓
二
郎

は
り
・
き
ゅ
う
の
利
用
に
対
す
る

助
成
適
用
の
拡
大
等
に
つ
い
て
の

陳
情
書佐

賀
県
嬉
野
市
嬉
野
町
下
宿　
　

嬉
野
市
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
会

会
長　
藤
田
達
美

外
８
名

精
神
障
が
い
を
持
つ
当
事
者
と

家
族
支
援
に
関
す
る
要
望
書

佐
賀
県
小
城
市
小
城
町　
　
　
　

佐
賀
県
精
神
保
健
福
祉
連
合
会

会
長　
松
田
孝　
外
１
名

被
爆
77
周
年
原
水
禁
運
動
へ
の

ご
協
力
の
お
願
い

佐
賀
県
佐
賀
市
神
野
東　
　
　

原
水
爆
禁
止
佐
賀
県
協
議
会

会
長　
徳
光
清
孝
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議
員
発
議

　
議
会
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技

術
の
積
極
的
活
用
を
推
進
し
、

効
率
的
か
つ
迅
速
な
議
会
運

営
及
び
議
会
の
活
性
化
並
び

に
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化

を
は
か
る
に
あ
た
り
、
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
必
要
が

あ
る
た
め
に
議
案
を
上
程
し
、

可
決
し
ま
し
た
。

　
全
議
員
に
貸
与
さ
れ
て
い

る
パ
ソ
コ
ン
を
有
効
活
用
す

る
た
め
の
会
議
規
則
の
改
正

で
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
議
場
や
委
員

会
室
で
の
利
用
が
可
能
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
配
布
書
類

の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
よ
る

経
費
削
減
及
び
議
会
事
務
局

の
労
務
軽
減
に
も
繋
が
る
と

思
わ
れ
、
我
々
議
員
も
機
器

を
最
大
限
に
有
効
活
用
し
、

市
民
に
わ
か
り
や
す
く
開
か

　
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
世
界
的

な
経
済
回
復
や
物
流
の
混
乱

に
加
え
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
略
等
に
よ
り
、
燃

料
・
肥
料
・
飼
料
の
価
格
高

騰
が
続
い
て
お
り
、
先
行
き

も
不
透
明
な
状
況
に
あ
り
農

畜
産
農
家
の
経
営
は
厳
し
い

状
況
に
陥
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
国
へ
資
材
高
騰
対

策
に
つ
い
て
対
応
を
求
め
る

必
要
が
あ
る
た
め
意
見
書
と

し
て
議
案
を
上
程
し
、
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、

Ｊ
Ａ
関
係
者
や
農
家
の
方
か

ら
も
強
い
要
望
が
上
が
っ
て

お
り
、
嬉
野
市
議
会
と
し
て

も
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　
燃
料
・
肥
料
・
飼
料
の
価

格
が
安
定
し
、
安
心
し
て
農

　
「
嬉
野
市
庁
舎
整
備
基
本

構
想
」
の
施
行
に
伴
い
、
新

庁
舎
整
備
に
関
す
る
費
用
は

必
要
最
小
限
に
と
ど
め
、
次

世
代
に
継
承
す
る
債
務
の
抑

制
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と

と
も
に
、
地
域
の
活
性
が
衰

退
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
い

け
な
い
。

　
新
庁
舎
整
備
に
お
け
る
基

本
計
画
、
基
本
設
計
及
び
実

施
設
計
に
つ
い
て
は
、
適
時

そ
の
内
容
を
公
表
し
市
民
へ

の
丁
寧
な
説
明
及
び
協
議
の

場
を
設
け
る
こ
と
を
求
め
る
。

　
ま
た
、
令
和
４
年
第
３
回

定
例
会
に
お
い
て
嬉
野
市
塩

田
庁
舎
等
利
活
用
検
討
委
員

会
設
置
条
例
も
可
決
さ
れ
た

が
、
塩
田
庁
舎
等
の
利
活
用

れ
た
議
会
と
な
る
よ
う
努
力

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

問　
情
報
機
器
に
つ
い
て

の
制
限
は
あ
る
の
か
。

答　
議
長
が
指
定
し
、
許

可
す
る
端
末
に
限
る
。

業
が
営
め
る
よ
う
に
な
る
こ

と
を
望
み
ま
す
。

だ
け
で
な
く
、
塩
田
町
全
域

の
地
域
振
興
見
直
し
が
必
要

で
あ
る
。

　
今
後
、
見
直
さ
れ
る
市
の

都
市
計
画
に
お
い
て
、
総
合

的
・
長
期
的
に
大
事
な
指
針

と
な
る
「
嬉
野
市
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
始
め

と
す
る
各
種
計
画
に
つ
い
て

は
、
塩
田
町
地
域
の
社
会
環

境
の
調
査
、
研
究
を
十
分
に

行
い
、
都
市
計
画
プ
ラ
ン
を

見
直
す
と
と
も
に
、
塩
田
町

地
域
振
興
に
お
い
て
は
市
民

の
不
安
を
払
拭
で
き
る
よ
う

な
適
切
な
対
策
を
講
じ
る
よ

う
求
め
る
。

発
議
第
７
号

嬉
野
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則
に
つ
い
て

発
議
第
８
号

燃
料
・
肥
料
・
飼
料
価
格
高
騰

等
に
対
す
る
意
見
書
に
つ
い
て

発
議
第
９
号

嬉
野
市
庁
舎
基
本
構
想（
1
庁
舎

体
制
）に
伴
う
塩
田
町
地
域
振
興
を

求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て

意
見
書
の
内
容
は

こ
ち
ら
の
議
会
の

ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。
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臨
時
会

補
正
予
算

第2回 臨時会第2回 臨時会（7月20日開会）（7月20日開会） 道
の
駅
等
管
理
運
営
事
業
に

９
０
３
８
万
円

９
０
３
８
万
円
を
計
上

第2回 臨時会第2回 臨時会（7月20日開会）（7月20日開会）

1億713万円補正1億713万円補正1億713万円1億713万円補正補正
　
令
和
４
年
第
２
回
嬉
野
市

議
会
臨
時
会
が
、
７
月
20
日

か
ら
７
月
26
日
ま
で
の
７
日

間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
臨
時
会
に
お
け
る
提
出

案
件
は
、
報
告
１
件
、
市
道

路
線
の
認
定
１
件
、
令
和
４

年
度
の
補
正
予
算
１
件
の
合

計
３
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　
補
正
予
算
の
主
な
事
業
と

し
て
は
、
原
油
価
格
・
物
価

高
騰
等
の
影
響
に
よ
り
負
担

が
増
加
し
て
い
る
福
祉
施
設

や
保
育
所
、
学
校
給
食
費
な

ど
へ
の
支
援
事
業
、
ま
た
農

業
者
の
収
入
保
険
へ
の
加
入

推
進
事
業
、
嬉
野
温
泉
駅
周

辺
整
備
事
業
の
資
材
の
価
格

高
騰
に
伴
う
補
正
、
ま
た
、

道
の
駅
等
管
理
運
営
事
業
に

つ
い
て
の
補
正
予
算
が
計
上

さ
れ
慎
重
審
議
を
重
ね
、
採

決
の
結
果
14
対
１
で
可
決
し

ま
し
た
。

　
今
回
、
道
の
駅
「
う
れ
し

の
ま
る
く
」
を
市
が
直
営
で

運
営
す
る
た
め
の
費
用
と
し

て
９
０
３
８
万
円
が
予
算
化

さ
れ
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
当
初
「
う
れ
し

の
ま
る
く
」
に
つ
い
て
は
、

指
定
管
理
者
に
よ
り
管
理
運

営
を
お
こ
な
う
予
定
に
し
て

い
ま
し
た
が
、
６
月
議
会
に

お
い
て
指
定
管
理
者
の
指
定

議
案
を
否
決
し
た
た
め
、
市

が
直
営
で
お
こ
な
う
た
め
の
、

各
施
設
の
維
持
管
理
や
運
営
、

道
路
情
報
や
観
光
情
報
な
ど

の
情
報
発
信
業
務
、
地
域
振

興
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
開
催

な
ど
の
経
費
と
な
り
ま
す
。

　
内
容
と
し
て
は
、
施
設
の

運
営
支
援
や
保
安
警
備
、
植

栽
な
ど
の
維
持
管
理
、
清
掃

な
ど
の
業
務
委
託
費
に
６
９

０
１
万
円
、
観
光
・
交
流
施

設
等
の
運
営
に
必
要
な
電
気

自
動
車
や
備
品
購
入
費
に
９

３
６
万
円
、
そ
の
他
燃
料
費

や
消
耗
品
費
な
ど
の
需
用
費

に
９
０
２
万
円
な
ど
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
直
営
で
お
こ
な
う
事
に
よ

り
、
指
定
管
理
者
で
の
運
営

よ
り
経
費
は
大
き
く
増
大
し

ま
す
が
「
う
れ
し
の
ま
る

く
」
を
利
用
さ
れ
る
観
光
客

の
皆
さ
ん
の
声
を
職
員
が
直

接
聞
く
こ
と
が
で
き
、
こ
の

一
連
の
経
過
を
次
の
「
う
れ

し
の
ま
る
く
」
の
発
展
に
繋

げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
い

ま
す
。

保
育
所
等
及
び
学
校
給
食

費
物
価
高
騰
対
策
事
業

  

１
４
４
８
万
円

１
４
４
８
万
円

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
が
長
期
化
す
る

中
で
、
原
油
価
格
や
物
価
高

騰
に
よ
り
給
食
の
食
材
費
に

も
影
響
が
生
じ
値
上
が
り
し

て
い
ま
す
。

　
食
材
費
高
騰
分
を
市
が
負

担
す
る
こ
と
に
よ
り
、
保
護

者
の
負
担
を
増
や
す
こ
と
な

く
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
栄

養
バ
ラ
ン
ス
や
量
を
確
保
し
、

地
場
産
物
を
活
用
し
た
質
の

良
い
給
食
を
安
定
的
に
提
供

で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　
財
源
と
し
て
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を

９
５
０
万
円
充
て
ま
す
。

問　
昨
年
と
比
較
し
て
ど

の
く
ら
い
の
物
価
上
昇
か
。

答　
昨
年
比
８
％
上
昇
し

て
い
る
。

問　
補
助
額
の
分
配
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

答　
保
育
所
等
約
７
１
７

万
円
、
塩
田
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
約
２
８
４
万
円
、
嬉
野

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
約
４
４

７
万
円
で
あ
る
。

　
１
食
あ
た
り
小
学
校
で
18

円
、
中
学
校
で
21
円
の
値
上

が
り
分
の
補
助
と
な
る
。▲より良い給食の提供のために

▲直営でオープンした観光交流施設
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臨
時
会

補
正
予
算

▲設置予定のスマートバス停

ス
マ
ー
ト
バ
ス
停

設
置
事
業

　　

  

１
０
０
万
円

１
０
０
万
円

　
こ
の
事
業
は
、
新
幹
線
嬉

野
温
泉
駅
前
西
口
に
ス
マ
ー

ト
バ
ス
停
を
設
置
し
、
路
線

バ
ス
利
用
者
の
利
便
性
の
向

上
を
は
か
る
た
め
の
事
業
で

す
。

　
ス
マ
ー
ト
バ
ス
停
と
は
、

車
両
の
位
置
情
報
を
把
握
し

バ
ス
利
用
者
に
運
行
状
況
の

情
報
を
提
供
す
る
バ
ス
ロ
ケ

ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を
表
示

す
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
緊
急
時
の
情
報
が
タ

イ
ム
リ
ー
に
発
信
可
能
に
な

り
、
多
言
語
表
示
に
も
対
応

し
て
い
ま
す
。

　
従
来
の
紙
で
表
示
し
て
い

た
時
刻
表
、
路
線
図
な
ど
の

情
報
を
デ
ジ
タ
ル
で
表
示
す

る
こ
と
に
な
り
、
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
化
を
は
か
り
時
刻
表
の

張
替
え
な
ど
、
事
業
者
の
負

担
軽
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
事
業
主
体
は
「
さ
が
Ｍ
ａ

ａ
Ｓ
（
マ
ー
ス
）
事
業
実
行

委
員
会
」
で
す
が
、
管
理
運

営
は
交
通
事
業
者
が
お
こ
な

い
ま
す
。

問　
嬉
野
市
の
負
担
金
は

い
く
ら
か
。

答　
こ
の
事
業
は
、
佐
賀

県
と
武
雄
市
、
嬉
野
市
の
総

額
５
３
２
万
円
の
共
同
事
業

で
「
さ
が
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
（
マ
ー

ス
）
事
業
実
行
委
員
会
」
に

対
し
、
嬉
野
市
は
１
０
０
万

円
の
負
担
金
で
あ
る
。

問　
い
つ
か
ら
の
運
用
か
。

答　
11
月
上
旬
の
予
定
で

あ
る
。

嬉
野
温
泉
駅
周
辺

整
備
事
業

  

２
３
０
０
万
円

２
３
０
０
万
円

　
世
界
的
に
コ
ロ
ナ
禍
や
ロ

シ
ア
侵
攻
な
ど
の
影
響
に
よ

り
、
経
済
の
混
乱
が
続
き
輸

入
資
材
が
高
騰
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
こ
の
事
業
に
対
し

当
初
予
算
と
６
月
補
正
で
１

億
５
５
０
０
万
円
を
予
算
化

し
て
い
ま
し
た
が
、
資
材
費

の
高
騰
は
避
け
ら
れ
ず
、
今

議
会
に
お
い
て
２
３
０
０
万

円
が
予
算
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　
駅
舎
両
入
口
シ
ェ
ル
タ
ー

の
屋
根
工
事
な
ど
に
お
け
る
、

資
材
の
物
価
高
騰
に
よ
る
値

上
が
り
分
の
補
填
に
充
て
ら

れ
ま
す
。

問　
ど
れ
く
ら
い
の
物
価

上
昇
率
か
。

答　
鉄
骨
工
事
で
33
％
、

屋
根
工
事
な
ど
で
23
％
、
金

属
工
事
で
26
％
、
木
工
事
で

27
・
７
％
上
昇
し
て
い
る
。

問　
新
幹
線
開
業
に
間
に

あ
う
か
。

答　
全
体
の
完
了
は
間
に

あ
わ
な
い
が
順
次
や
っ
て
い

く
。生

活
困
窮
者
自
立

支
援
機
能
強
化
事
業

（
活
動
団
体
支
援
）

　　

  

５
５
２
万
円

５
５
２
万
円

　
こ
の
事
業
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
加
え
、

原
油
価
格
・
物
価
高
騰
な
ど

の
影
響
に
よ
っ
て
生
活
に
困

窮
す
る
方
々
の
様
々
な
支
援

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
体
制
を
強
化

す
る
た
め
の
事
業
で
す
。　

　
内
容
と
し
て
は
、
自
立
相

談
支
援
員
が
支
援
に
注
力
で

き
る
よ
う
自
立
支
援
機
関
に

事
務
職
員
を
雇
用
し
、
事
務

処
理
体
制
の
強
化
を
は
か
る

こ
と
や
、
地
域
の
実
情
に
応

じ
た
生
活
困
窮
者
支
援
の
連

携
体
制
等
を
検
討
す
る
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
設
置
し
ま

す
。
ま
た
、
支
援
ニ
ー
ズ
の

増
大
に
対
応
し
た
活
動
団
体

へ
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　
議
会
と
し
て
は
、
こ
の
事

業
を
積
極
的
に
活
用
し
、
更

な
る
支
援
の
強
化
を
は
か
り
、

事
業
推
進
を
お
こ
な
う
よ
う

強
く
求
め
ま
し
た
。

問　
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

設
置
に
関
し
て
の
募
集
は
ど

の
よ
う
に
お
こ
な
う
の
か
。

答　
自
立
相
談
支
援
機
関

が
募
集
を
お
こ
な
う
が
、
担

当
課
も
積
極
的
に
関
与
し
て

い
く
。

７月補正　主な事業
事　業　名 補　正　額

障がい者支援施設運営支援事業 285万円

介護保険施設運営支援事業 597万円

原油価格高騰対策支援事業 460万円

農村ビジネスサポート事業 110万円

収入保険加入推進事業 450万円
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討
　
論

令和4年 第2回臨時会令和4年 第2回臨時会
一般会計補正予算（第4号）についての討論一般会計補正予算（第4号）についての討論

　
道
の
駅
等
管
理
事
業
費
議

案
審
議
の
答
弁
に
納
得
で
き

な
い
。

　
６
月
定
例
会
で
指
定
管
理

事
業
者
選
定
の
事
業
者
が
否

決
さ
れ
た
結
果
、
７
月
19
日

臨
時
会
直
前
に
、
市
長
は
市

の
直
営
で
は
費
用
が
倍
に
な

っ
た
と
記
者
発
表
さ
れ
た
こ

と
が
、
市
民
の
一
部
の
方
は
、

否
決
し
た
議
員
が
駅
前
整
備

を
遅
ら
せ
て
い
る
と
誤
っ
た

印
象
を
も
た
れ
た
。

　
新
幹
線
駅
前
整
備
に
関
す

る
予
算
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
の
議
会
で
は
、
反
対
す

る
こ
と
な
く
事
業
費
の
執
行

は
認
め
て
き
た
。

　
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
遅

れ
は
、
市
長
の
責
任
で
あ
る
。

　
議
会
へ
責
任
転
嫁
す
る
よ

う
な
情
報
操
作
は
許
せ
な
い
、

議
会
や
市
民
の
皆
様
へ
謝
罪

に
値
す
る
と
考
え
る
。

　
以
上
反
対
討
論
と
す
る

　
本
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
と
さ
ら
に
原

油
価
格
・
物
価
高
騰
な
ど
で

厳
し
い
状
況
が
続
く
が
、
９

月
23
日
の
西
九
州
新
幹
線
嬉

野
温
泉
駅
開
業
に
向
け
て
、

機
運
の
醸
成
を
は
か
る
と
と

も
に
コ
ロ
ナ
終
息
後
の
嬉
野

市
の
経
済
も
、
い
ち
早
く
立

て
直
す
必
要
が
あ
る
。

　
当
該
予
算
は
、
原
油
価
格
、

物
価
高
騰
等
の
対
策
支
援
事

業
な
ど
含
ま
れ
て
い
る
。

　
ま
た
道
の
駅
等
管
理
運
営

事
業
に
お
い
て
も
、
嬉
野
市

内
の
実
績
の
あ
る
関
係
団
体
、

事
業
者
と
協
力
し
な
が
ら
出

来
る
だ
け
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

に
な
ら
な
い
よ
う
に
努
力
す

る
と
説
明
が
あ
り
、
大
い
に

評
価
で
き
る
予
算
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
議
案
40
号
に

賛
成
す
る
。

　
道
の
駅
「
う
れ
し
の
ま
る

く
」
は
、
今
年
度
は
市
が
直

接
事
業
を
お
こ
な
う
事
で
、

当
初
の
予
算
か
ら
倍
以
上
の

費
用
と
な
っ
た
が
、
そ
の
内

訳
は
、
施
設
運
用
の
初
期
投

資
費
が
１
２
０
０
万
円
、
地

域
振
興
業
務
、
情
報
発
信
業

務
が
１
１
０
０
万
円
で
こ
の

事
業
は
マ
ル
シ
ェ
や
大
型
イ

ベ
ン
ト
開
催
の
事
業
費
と
理

解
し
た
。

　
利
用
運
営
業
務
２
３
１
万

円
は
、
観
光
・
交
流
セ
ン
タ

ー
内
に
て
月
毎
に
商
品
を
入

れ
替
え
る
た
め
、
ト
レ
ン
ド

に
対
応
で
き
る
専
門
家
が
必

要
と
の
答
弁
を
受
け
た
。

　
清
掃
業
務
の
約
７
７
０
万

円
の
費
用
増
額
は
、
市
直
営

に
て
新
た
に
試
算
を
し
た
結

果
、
昨
今
の
情
勢
に
よ
り
費

用
増
加
と
の
説
明
を
受
け
た
。

　
道
の
駅
へ
多
く
の
方
に
来

て
い
た
だ
き
、
嬉
野
の
魅
力

を
発
信
し
交
流
が
盛
ん
に
な

る
様
に
望
み
、
議
案
第
40
号

に
賛
成
す
る
。

　
先
の
6
月
議
会
で
道
の
駅

「
う
れ
し
の
ま
る
く
」
の
指

定
管
理
の
指
定
業
者
の
否
決

と
指
定
管
理
料
7
カ
月
分
の

３
１
８
５
万
７
０
０
０
円
の

修
正
案
が
可
決
さ
れ
指
定
管

理
料
は
予
備
費
に
回
さ
れ
た
。

　
今
臨
時
会
の
予
算
案
は
、

市
直
営
に
す
る
理
由
か
ら
管

理
運
営
事
業
費
と
し
て
７
５

０
０
万
円
の
予
算
計
上
に
正

直
驚
い
た
。
今
後
、
公
正
、

公
平
な
顔
の
見
え
る
指
定
管

理
指
定
業
者
の
選
定
の
下
、

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
愛
さ

れ
る
道
の
駅
「
う
れ
し
の
ま

る
く
」
に
な
る
こ
と
を
願
う
。

　
ま
た
新
幹
線
開
通
ま
で
あ

と
2
カ
月
、
今
回
、
市
直
営

の
道
の
駅
「
う
れ
し
の
ま
る

く
」
と
な
り
高
額
の
予
算
が

気
に
は
な
る
が
、
多
く
の
観

光
客
に
来
て
い
た
だ
き
嬉
野

市
の
発
展
に
つ
な
が
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
。

　
よ
っ
て
、
議
案
第
40
号
に

賛
成
す
る
。

　
新
幹
線
駅
前
広
場
は
、
指

定
管
理
か
ら
市
の
直
営
運
営

に
な
り
、
市
当
局
で
は
駅
前

等
事
業
費
が
倍
以
上
に
膨
ら

み
一
部
開
業
時
に
ス
タ
ー
ト

す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
た

と
報
道
さ
れ
た
が
、
倍
増
し

た
事
業
費
は
、
運
営
関
係
の

人
件
費
ま
た
市
が
お
こ
な
う

付
帯
工
事
や
備
品
購
入
で
あ

り
、
指
定
管
理
者
選
定
の
否

決
と
は
関
係
が
な
い
。

　
今
後
の
事
業
運
営
で
は
市

内
業
者
を
中
心
に
公
平
で
適

正
な
価
格
の
入
札
を
お
こ
な

う
と
の
説
明
が
あ
り
、
駅
周

辺
整
備
事
業
は
適
正
な
事
業

費
の
配
分
と
業
者
の
選
定
で

着
実
に
事
業
が
遂
行
さ
れ
、

並
び
に
市
民
に
事
実
に
基
づ

い
た
正
確
な
情
報
を
提
供
す

る
こ
と
が
市
政
へ
の
信
頼
に

繋
が
る
こ
と
を
考
慮
し
、
補

正
予
算
の
執
行
が
事
業
費
の

配
分
の
公
平
性
を
モ
ッ
ト
ー

に
遅
滞
な
く
遂
行
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
賛
成
の
討
論

と
す
る
。

議
案
第
40
号
に
反
対

山
口
虎
太
郎 

議
員

議
案
第
40
号
に
賛
成

大
串
友
則 

議
員

議
案
第
40
号
に
賛
成

水
山
洋
輔 

議
員

議
案
第
40
号
に
賛
成

増
田
朝
子 

議
員

議
案
第
40
号
に
賛
成

芦
塚
典
子 

議
員

7 月開催
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コ
ロ
ナ
関
連
事
業

　令和３年度での新型コロナウイルス感染症対策関係事業として、執行された金額は１１億８,９２０万円で内訳としては、
国庫支出金１１億４,２９７万円うち地方創生臨時交付金（P２２参照）は前年度からの繰越金を合わせて3億８,５７０万円です。
県支出金は６１３万円で一般財源から３,０５９万円にその他で９５０万円を歳出しました。

所　属　課 事　業　名 事　業　額

総務・防災課 ビデオ会議システム構築（繰越） ５５６万円

企画政策課 総合型GIS導入業務（繰越） ６,３００万円

広報・広聴課 ワーケーション環境整備事業 ６９０万円

市民課 コンビニ交付サービス導入事業 ８３６万円

健康づくり課
新型コロナウイルスワクチン接種事業 １億１０８万円

新型コロナウイルス感染症対策応援協力金 ２,５２０万円

子育て未来課
子育て世帯生活支援特別給付金（その他世帯分）給付事業 １,９２５万円

子育て世帯への臨時特別給付金事業 ３億９,００４万円

農業政策課

新型コロナウイルス感染症対策事業（花苗） １５０万円

うれしの茶消費拡大対策事業 １,７９３万円

お茶の含み飲み普及啓発消費推進対策事業 ９６４万円

観光商工課

就労対策支援事業 ６００万円

新型コロナウイルス感染症緊急対策事業（ポイントカード活用） ９,９２２万円

新型コロナウイルス感染症緊急対策事業（嬉野サポート） ２,７８０万円

緊急支援事業（休業等協力金） ２,３１４万円

ディスティネーションキャンペーン事業 ８１２万円

観光周遊キャンペーン（繰越） １,４２１万円

教育総務課

スクール・サポート・スタッフ配置事業 ９５３万円

小学校施設・中学校施設非接触型自動水栓化 １,８３９万円

タブレット端末（情報機器）整備事業 ２,９７７万円

換気扇等設置（塩田中）（繰越） １,０９４万円

令和３年度新型コロナウイルス感染症対策　主な事業令和３年度新型コロナウイルス感染症対策　主な事業
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決
　
算

決算を認定決算を認定令和3年度　　　 決算を認定令和3年度　　　 決算を認定

　
令
和
４
年
度
補
正
予
算
関
連
の
討
論
採
決
後
、
９
月
28
日
に
決
算
特
別

委
員
会
を
設
置
し
、
令
和
３
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
な
ど
９
件
の
決

算
認
定
に
つ
い
て
慎
重
審
議
後
に
現
地
調
査
も
お
こ
な
い
、
各
課
へ
の
指

摘
事
項
も
含
め
た
意
見
を
付
し
て
10
月
５
日
に
全
会
一
致
で
可
決
・
認
定

し
、
第
３
回
定
例
会
が
閉
会
し
ま
し
た
。

単
年
度
収
支 

　
　
２
億
３
９
５
０
万
円

　
　
２
億
３
９
５
０
万
円
の

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
字
決
算

　
令
和
３
年
度
一
般
会
計
の

決
算
状
況
は
、
歳
入
総
額
２

１
１
億
８
０
０
６
万
円
（
前

年
度
比
マ
イ
ナ
ス
5.1
％
、
11

億
３
０
７
４
万
円
減
）
自
主

財
源
比
率
は
44
・
７
％
（
前

年
度
比
3.2
ポ
イ
ン
ト
増
）
で

依
存
財
源
は
55
・
３
％
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ふ
る
さ
と
応

援
寄
附
金
が
か
な
り
好
調
で

す
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
依

存
財
源
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な

い
状
況
で
あ
り
、
厳
し
い
財

政
状
況
と
い
え
ま
す
。

　
歳
出
総
額
は
、
２
０
０
億

４
３
５
７
万
円
（
前
年
度
比

マ
イ
ナ
ス
6.9
％
、
14
億
９
０

６
５
万
円
減
）
で
、
要
因
と

し
て
は
、
民
生
費
、
農
林
水

産
業
費
、
衛
生
費
な
ど
の
増

加
が
み
ら
れ
ま
し
た
が
、
定

額
給
付
金
事
業
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
連
緊

急
支
援
事
業
、
社
会
資
本
整

備
総
合
交
付
金
事
業
な
ど
が

減
少
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
す
。

　
単
年
度
収
支
は
、
２
億
３

９
５
０
万
円
の
黒
字
決
算
と

な
っ
て
お
り
、
経
常
収
支
比

率
で
も
前
年
度
に
比
べ
、
3.0

ポ
イ
ン
ト
改
善
し
て
い
ま
す
。

　
市
債
の
状
況
は
当
年
度
末

残
高
が
１
０
７
億
７
７
０
４

万
円
で
前
年
度
よ
り
７
億
４

７
３
４
万
円
減
少
し
て
お
り
、

市
民
一
人
当
た
り
42
万
７
８

８
１
円
（
令
和
４
年
３
月
31

日
現
在
の
人
口
２
万
５
１
８

７
人
で
算
出
）
と
な
り
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

は
実
質
収
支
１
億
２
２
１
１

万
円
の
黒
字
決
算
で
あ
り
、

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

ほ
か
６
つ
の
特
別
会
計
に
つ

い
て
は
実
質
収
支
額
の
合
計

は
黒
字
決
算
と
な
っ
て
い
ま

す
。

▲整備された駅前広場
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決
　
算

令和3年度　　　 決算を認定令和3年度　　　 決算を認定一般会計
特別会計

各決算の状況
会　計　名 総　収　入 総　支　出 差　引　額

一　般　会　計 211億8,006万円 200億4,357万円 11億3,649万円

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険 37億6,454万円 36億4,243万円 1億2,211万円

後期高齢者 3億7,520万円 3億7,274万円 246万円

農業集落排水 3億9,642万円 3億8,168万円 1,474万円

公共下水道 3億8,984万円 3億6,972万円 2,012万円

浄化槽 １億7,261万円 １億6,026万円 1,235万円

第七土地区画 1,539万円 1,411万円 128万円

第八土地区画 5,500万円 4,446万円 1,054万円

嬉野温泉駅周辺土地区画 2億6,894万円 1億8,808万円 8,086万円

(単位　万円)

市民（25,187人）
一人当たりに使われたお金

令和４年３月末現在

借金負担
（公債費）
５４,３４２円

民生費
２４０,６２７円

教育費
４４,１２６円

総務費
２４１,２９４円

土木費
４５,５８７円

農林水産業費
５２,８０３円

その他
１１７,０１０円

市税負担（1人当たりの人口割）７９５,７８９円

主な財政指標
区分 令和2年度 令和3年度 用語の説明

財政力指数 0.381 0.372
基準財政収入額を基準財政需要額で
除した過去３年間の平均値。指数が１を
超える場合や1に近づくほど財源に余
裕があることになります。

実質収支比率 8.2% 10.7%
実質収支額を標準財政規模で除したも
ので普通3～5％程度が望ましいとされ
ています。

経常収支比率 86.4% 83.4%

使い道が自由な一般財源のうち必ず支
出しなければならない経費の割合。い
わば地方財政のエンゲル係数で100％
に近いほど財政にゆとりがないことに
なり、80％までが適正とされています。

実質公債費比率 9.8% 9.8%
収入に対する負債返済の割合で過去３
年間の平均値。18％以上だと新たな借
金をするためには県の許可が必要で
25％以上だと制限されます。

将来負担比率 26.8% 8.7%

一般会計で将来負担すべき負債の標準
財政規模を基本とした額に対する比率
です。350％を超えると早期健全化団
体に転落し健全化計画を提出しなけれ
ばなりません。

➡

➡

➡

➡

➡

➡ ➡
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決
　
算

議会からもの申す議会からもの申す議会からもの申す議会からもの申す
　
決
算
特
別
委
員
会
は
、
３

つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
て
一

般
会
計
、
特
別
会
計
の
合
計

９
件
を
10
月
5
日
ま
で
慎
重

に
審
査
し
ま
し
た
。
決
算
書

お
よ
び
、
決
算
資
料
に
基
づ

き
、
各
担
当
課
よ
り
詳
細
な

説
明
を
受
け
事
情
聴
取
の

後
、
現
地
調
査
も
お
こ
な
い

ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
の

担
当
課
へ
の
指
摘
事
項
を
付

し
て
い
ま
す
。

総
務
・
防
災
課

　
特
定
空
き
家
等
の
行
政
代

執
行
に
よ
る
解
体
費
の
徴
収

に
つ
い
て
は
、
根
気
強
い
努

力
は
理
解
で
き
る
が
、
生
活

環
境
等
諸
問
題
も
あ
り
厳
し

い
現
況
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

課
題
に
は
国
、
県
へ
の
要
望

も
含
め
た
対
策
も
検
討
す
べ

き
で
あ
る
。

財

政

課

　

庁
舎
改
修
事
業
は
、主
に

ト
イ
レ
洋
式
化
工
事
な
ど
が

お
こ
な
わ
れ
た
が
、現
庁
舎

の
改
修
は
今
後
、新
庁
舎
建

設
も
控
え
て
い
る
こ
と
か
ら

改
修
、修
繕
費
な
ど
は
緊
急

性
を
見
極
め
な
が
ら
慎
重
に

進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

税

務

課

　

徴
収
率
の
向
上
が
は
か

ら
れ
て
い
る
。今
後
も
安
定

し
た
徴
収
に
努
め
る
と
と
も

に
、社
会
情
勢
が
原
因
で
著

し
く
生
活
状
況
が
急
変
し
た

滞
納
者
へ
の
き
め
細
や
か
な

対
応
も
必
要
で
あ
る
。

企
画
政
策
課

　
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
事

業
は
、今
後
も
さ
ら
に
魅
力

的
な
返
礼
品
の
発
掘
や
創
出

の
努
力
を
求
め
る
。

　
統
合
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
導
入
業
務

は
、市
民
が
活
用
で
き
る
よ

う
整
備
も
さ
れ
て
い
る
の
で

更
な
る
周
知
徹
底
に
努
め
る

べ
き
で
あ
る
。

広
報
・
広
聴
課

　
Ｒ
Ｐ
Ａ
等
運
営
支
援
業
務

は
、各
課
へ
の
理
解
向
上
に

向
け
た
取
り
組
み
に
努
め
更

な
る
効
率
化
を
図
る
べ
き
で

あ
る
。ま
た
、産
業
用
適
地
調

査
業
務
は
、早
期
に
方
向
性

を
定
め
、地
元
住
民
な
ど
へ

説
明
、対
応
を
お
こ
な
う
べ

き
で
あ
る
。

文
化・ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
推
進
事

業
は
、予
算
額
に
対
し
て
の

参
加
人
数
が
少
な
い
。参
加

者
増
に
向
け
、連
携
協
定
を

結
ん
で
い
る
委
託
業
者
の

強
み
を
更
に
活
か
し
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
開
発
周
知
等
、協

議
を
進
め
て
い
く
よ
う
求
め

る
。Ｓ

Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
４
推
進
室

　

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会・全

国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

は
、こ
れ
か
ら
市
民
へ
の
周
知

と
機
運
醸
成
に
向
け
た
仕
掛

け
及
び
、確
然
た
る
佐
賀
県一

の
観
光
地
と
し
て
、受
け
入

れ
態
勢
の
さ
ら
な
る
充
実
に

努
め
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

市

民

課

　
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

導
入
事
業
は
、昨
年
12
月
か

ら
導
入
さ
れ
た
。市
民
の
更

な
る
利
便
性
向
上
と
窓
口
の

業
務
改
善
等
へ
つ
な
が
る
よ

う
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

健
康
づ
く
り
課

　

が
ん
検
診
で
は
、受
診
勧

奨
に
よ
り
早
期
発
見
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。今
後
は
胃
が
ん

検
診
の
内
視
鏡
検
査
を
希
望

者
全
員
が
受
診
で
き
る
よ
う

に
枠
の
拡
充
を
お
こ
な
う
べ

き
で
あ
る
。

　

国
民
健
康
保
険
の
は
り
、

き
ゅ
う
、マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
補

助
に
つ
い
て
は
、他
市
町
を

参
考
に
全
市
民
を
対
象
に
施

術
補
助
が
で
き
る
よ
う
検
討

を
求
め
る
。

福

祉

課

　
介
護
認
定
要
介
護
３
以
上

の
在
宅
介
護
の
家
族
支
援
対

策
事
業
に
お
い
て
は
、在
宅

高
齢
者
介
護
手
当
５
０
０
０

円（
月
額
）２
人
以
上
の
高
齢

者
介
護
の
手
当
は
２
５
０
０

円
と
低
く
、介
護
者
の
負
担

を
考
え
る
と
増
額
等
を
検
討

す
べ
き
で
あ
る
。

子
育
て
未
来
課

　

子
育
て
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
事
業
で
は
、新
生
児

の
家
庭
に
フ
ァ
ミ
サ
ポ
無
料

券
を
発
行
し
て
い
る
が
、利

用
率
が
低
い
状
況
で
あ
る
。

　
事
業
の
内
容
の
周
知
と
利

用
に
対
し
て
の
検
証
を
お
こ

な
う
べ
き
で
あ
る
。

教
育
総
務
課

　

遠
距
離
通
学
費
補
助
で

は
、交
付
基
準
の一部
に
不
明

瞭
な
所
が
あ
る
。公
平
な
補

助
と
な
る
よ
う
検
証
す
べ
き

で
あ
る
。

　

奨
学
資
金
貸
与
事
業
は
、

５
０
０
万
円
以
上
が
収
入
未

済
で
あ
る
。更
な
る
徴
収
努

力
を
求
め
る
。

農
業
委
員
会

　
農
地
で
の
太
陽
光
発
電
設

置
の
勧
誘
が
多
く
あ
り
、昨

年
度
よ
り
承
諾
書
の
提
出
が

お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。ト
ラ

ブ
ル
防
止
の
た
め
、適
切
に

運
用
す
る
よ
う
地
域
推
進
委

員
と
連
携
し
、事
業
を
お
こ

な
う
べ
き
で
あ
る
。

農
業
政
策
課

　

ハ
ウ
ス
団
地
整
備
事
業

は
、次
の
ハ
ウ
ス
団
地
構
想

と
農
福
連
携
も
視
野
に
入
れ

て
事
業
の
検
討
を
す
べ
き
で

あ
る
。

　
有
害
鳥
獣
被
害
防
除
対
策

は
、猟
友
会
と
連
携
し
、官
民

一
体
と
な
っ
て
後
継
者
育
成

に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。

茶
業
振
興
課

　

う
れ
し
の
茶
交
流
館
は
、

入
館
者
増
と
収
益
拡
大
を
図

り
、物
産
販
売
を
含
め
た
指

定
管
理
等
で
の
運
営
も
検
討

す
べ
き
で
あ
る
。

　
全
国
品
評
会
で
の
受
賞
者➡
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決
　
算

へ
の
賞
賜
金
、報
償
金
の
増

額
に
向
け
て
検
討
す
べ
き
で

あ
る
。観

光
商
工
課

　
こ
れ
ま
で「
う
れ
し
か
ー

ど
」を
活
用
し
て
の
市
内
の

経
済
対
策
を
は
か
ら
れ
て
い

る
が
、「
う
れ
し
か
ー
ど
」を

活
用
す
る
以
上
、関
係
者
と

連
携
し
店
舗
数
の
増
大
に
努

め
る
べ
き
で
あ
る
。

新
幹
線・ま
ち
づ
く
り
課

　
開
業
し
た
駅
周
辺
に
関
し

て
は
、計
画
に
基
づ
い
た
事

業
を
展
開
し
、計
画
の
内
容

や
委
託
業
者
等
具
体
的
に
提

示
す
べ
き
で
あ
る
。

　
嬉
野
医
療
セ
ン
タ
ー
跡
地

活
用
事
業
は
、当
市
の
重
大

な
課
題
で
あ
る
。事
業
に
つ

い
て
は
、民
間
企
業
等
の
誘

致
を
含
め
早
期
の
実
現
を
目

指
す
べ
き
で
あ
る
。

環
境
下
水
道
課

　

佐
賀
西
部
広
域
環
境
組

合
に
お
い
て
は
、ご
み
の
分

別
を
徹
底
し
軽
量
化
に
努
め

る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
。　
現
状
を
鑑
み
、改
め
て

構
成
市
町
の
排
出
ル
ー
ル
の

統
一
化
を
強
く
要
望
す
べ
き

で
あ
る
。

建

設

課

　
市
営
住
宅
管
理
業
務
に
お

い
て
は
、耐
震
的
に
も
危
険

性
が
あ
る
住
宅
か
ら
随
時
解

体
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

今
後
は
、福
祉
課
等
と
連
携

し
て
低
所
得
者
の
住
居
救

済
対
策
を
検
討
す
べ
き
で
あ

る
。農

林
整
備
課

　
森
林
環
境
事
業
に
つ
い
て

は
、森
林
環
境
譲
与
税
を
活

用
し
間
伐
事
業
が
お
こ
な
わ

れ
て
い
る
が
、今
後
は
防
災

対
策
も
ふ
ま
え
た
施
工
順
位

を
協
議
す
べ
き
で
あ
る
。

　
キ
ャ
ン
プ
場
管
理
費
で
は
、

施
設
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
整
備
を
し
、リ
ピ
ー

タ
ー
が
増
え
る
よ
う
に
検
討

す
べ
き
で
あ
る
。

➡

13議員が質問

諸上　栄大  議員
（P16）

森田　明彦  議員
（P14）

川内　聖二  議員
（P16）

諸井　義人  議員
（P14）

水山　洋輔  議員
（P20）

芦塚　典子  議員
（P15）

増田　朝子  議員
（P18）

田中　政司  議員
（P18）

阿部　愛子  議員
（P19）

山口　虎太郎  議員
（P17）

梶原　睦也  議員
（P20）

宮㟢　良平  議員
（P22）

大串　友則  議員
（P21）

次ページから
一般質問

貯金はこれだけ
基金の項目 令和３年度末現在 令和２年度末現在

財政調整基金 ３６億２８万円 ３２億６，７９１万円
減債基金 １１億６，２１６万円 １１億５，５２９万円
地域づくり推進事業基金 ４億１，８１９万円 ４億１，７８５万円
ふるさと応援寄附金基金 ７億６９万円 ８億６２万円
地域福祉基金 ２億１，４０５万円 ２億１，４０５万円
ふるさと・水と土保全基金 ２，０４１万円 ２，０４１万円
公共施設建設基金 １０億９，２３４万円 ４億１，９６１万円
奨学資金積立金 ７，４５４万円 ７，１５８万円
人づくり振興基金 ５，０００万円 ５，０００万円
国民健康保険基金 １億８，５２０万円 １億２，８５１万円
下水道事業基金 １億３，８４５万円 １億３，８３７万円
土地開発基金 １億１５５万円 １億１５０万円
肉用繁殖牛導入事業基金 ２，３３９万円 ２，４９３万円
合併振興基金 １３億７，４０５万円 １３億７，９７８万円
教育環境支援基金 １億６万円 １億円
ふるさと応援寄附
金子育て夢基金 １億３，９８３万円 １億１，９７６万円

森林環境譲与税基金 ２，８７５万円 ２，３２２万円
その他 ９１７万円 ８９８万円
合　計 ９４億３，３１１万円 ８４億４，２３７万円

決 算 年 度 末 現 在 高
借金はこれだけ

借入金の項目 令和3年度末金額 令和2年度末金額
公共事業債 ５億３，３９７万円 ５億３，０２５万円
防災・減災・国土強靭
化緊急対策事業債 １，１００万円

公営住宅建設事業債 ３，８４３万円 ４，７４０万円
災害復旧事業債 ３，８５９万円 ３，０２５万円

（旧）緊急防災・
減債事業債 ９３６万円 １，８６９万円

教育・福祉施設等
整備事業債 ２億１，３８０万円 ２億３，９１８万円

一般単独事業債 ４７億１，３８２万円 ５２億８，５９８万円
うち 　 合 併
特例事業債 ３２億２，３７７万円 ３７億４，１９９万円

国の予算貸付・政
府関係機関貸付債 ８６万円

財源対策債 ２億２９８万円 １億６，９２２万円
減収補填債 １，９５３万円 １，９５３万円
減税補填債 ２，０９３万円 ３，０６９万円
臨時財政対策債 ４５億８，２２９万円 ４７億７，５６９万円
そ の 他（ 一 般
会計出資債） ３億９，２３４万円 ３億７，６６４万円

合　計 １０７億７，７０４万円 １１５億２，４３８万円
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一
般
質
問

森
田　
市
の
事
業
に
「
新

幹
線
通
勤
通
学
応
援
金
」
が

あ
る
が
、
長
崎
行
き
の
武
雄

温
泉
駅
７
時
３
分
発
か
も
め

１
号
は
嬉
野
温
泉
駅
に
停
車

し
な
い
。

　
次
の
停
車
便
７
時
49
分
発

か
も
め
３
号
で
は
通
勤
通
学

に
利
用
す
る
に
は
不
便
で
あ

る
。
か
も
め
１
号
の
停
車
に

つ
い
て
Ｊ
Ｒ
九
州
に
強
く
要

望
す
る
べ
き
だ
。

市
長　
発
表
前
の
５
月
に

通
勤
通
学
に
も
利
便
性
の
高

い
ダ
イ
ヤ
編
成
を
要
望
し
た
。

そ
の
後
、
発
表
を
受
け
、
管

轄
の
長
崎
支
社
長
に
抗
議
し

た
。

　
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
九
州
本
社
に

関
係
団
体
と
と
も
に
今
後
の

ダ
イ
ヤ
改
善
に
つ
い
て
要
望

を
し
て
い
る
。

森
田　
隣
接
す
る
道
の
駅

お
よ
び
駅
東
口
と
駅
西
口
の

整
備
の
進
捗
状
況
は
。

新
幹
線
・
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
道
の
駅
「
う
れ
し
の
ま
る

く
」
の
開
駅
式
を
９
月
19
日

に
開
催
、
駅
東
口
の
駅
利
用

者
駐
車
場
、
駅
前
ロ
ー
タ
リ

ー
整
備
も
完
了
す
る
。

　
駅
西
口
に
つ
い
て
は
、
開

業
イ
ベ
ン
ト
終
了
後
に
改
め

て
施
工
予
定
、
そ
の
他
の
観

光
交
流
施
設
な
ど
の
主
要
部

分
は
開
業
日
ま
で
に
完
了
す

る
。

第
２
次
嬉
野
市
総
合
計
画

に
つ
い
て

森
田　
「
安
心
・
安
全
」

の
項
で
防
災
・
減
災
意
識
の

諸
井　
嬉
野
市
か
ら
流
れ

て
い
る
東
川
も
六
角
川
の
流

域
と
な
っ
て
い
る
の
か
。

建
設
課
長　

約
2.4
㎢
が
六

角
川
水
系
の
流
域
に
な
っ
て

い
る
。

諸
井　
近
年
六
角
川
流
域

の
浸
水
が
ひ
ど
か
っ
た
の
で

佐
賀
県
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
と
い
う
こ
と
で
、
六
角
川

水
系
流
域
治
水
協
議
会
が
お

こ
な
わ
れ
て
い
る
。

　
武
雄
市
が
取
り
組
ま
れ
て

い
る
特
定
都
市
河
川
指
定
に

つ
い
て
嬉
野
市
の
関
り
は
ど

う
す
る
か
。

市
長　
こ
の
指
定
を
受
け

る
こ
と
に
よ
っ
て
住
宅
開
発

等
で
は
、
経
済
的
に
制
限
が

か
か
る
部
分
も
あ
る
。
嬉
野

市
も
水
害
の
低
減
に
協
力
す

る
こ
と
で
前
向
き
に
考
え
て

い
る
。

諸
井　
六
角
川
水
系
に
お

い
て
は
、
武
雄
河
川
事
務
所

が
統
括
で
あ
る
。
関
係
地
区

へ
の
説
明
は
、
ど
う
な
る
か
。

建
設
課
長　

河
川
事
務
所

は
、
地
元
の
理
解
が
一
番
と

考
え
て
い
る
。
丁
寧
に
説
明

す
る
と
う
か
が
っ
て
い
る
。

諸
井　
一
級
河
川
と
二
級

河
川
で
の
流
域
治
水
と
し
て

の
違
い
は
あ
る
の
か
。

市
長　
流
域
治
水
と
し
て

の
違
い
は
な
い
。
塩
田
川
の

流
域
に
お
い
て
も
流
域
治
水

を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
排
水
機
の
増
強
や
田
ん
ぼ

ダ
ム
、
ダ
ム
に
つ
い
て
も
河

川
管
理
者
で
あ
る
県
と
十
分

な
協
議
が
必
要
で
あ
る
。

企
業
誘
致
に
つ
い
て

諸
井　
一
昨
年
、
産
業
用

適
地
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
た

が
、
ど
の
よ
う
な
結
果
に
な

っ
た
か
。

広
報・広
聴
課
長　

こ
れ
か

ら
の
企
業
誘
致
に
係
る
検
討

判
断
の
貴
重
な
材
料
と
し
て

活
用
し
て
い
く
。

諸
井　
調
査
結
果
に
つ
い

て
の
公
表
の
予
定
は
。

広
報・広
聴
課
長　

個
人
の

利
益
誘
導
に
な
る
こ
と
も
あ

る
の
で
公
表
を
控
え
て
い
る
。

諸
井　
以
前
に
候
補
予
定

地
に
な
っ
て
い
た
地
区
や
地

権
者
へ
の
説
明
の
予
定
は
。

広
報・広
聴
課
長　

現
時
点

で
は
ま
だ
そ
の
段
階
で
は
な

い
が
、
方
針
決
定
後
、
速
や

か
に
お
こ
な
い
た
い
。

諸
井　
企
業
撤
退
後
の
跡

地
活
用
は
ど
う
し
て
い
る
か
。

広
報・広
聴
課
長　

県
へ
報

告
し
、
跡
地
へ
新
た
な
企
業

が
入
る
よ
う
に
佐
賀
県
と
連

携
し
て
誘
致
活
動
を
お
こ
な

っ
て
い
る
。

六
角
川
支
流
東
川
の
浚
渫
等
の
対
策
は

　
　
　
　
　
　
　
　

 

諸
井
義
人 

議
員

答 

稲
刈
り
後
の
秋
口
の
予
定

▲浚渫が急がれる東川

➡

発
表
ダ
イ
ヤ
で
は

通
勤
通
学
に
不
便
だ

　
　

 

森
田
明
彦 

議
員

答 

ダ
イ
ヤ
の
改
善
を
要
望
し
て
い
る
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芦
塚　
普
通
河
川
（
通
称

水
路
）
の
昨
年
の
災
害
復
旧

の
申
請
件
数
は
ど
れ
く
ら
い

か
。建

設
課
長　

普
通
河
川
は

85
本
あ
る
が
、
昨
年
の
災
害

で
被
災
し
た
本
数
は
32
本
。

芦
塚　
昨
年
の
災
害
で
の

復
旧
事
業
の
完
了
の
目
途
は
。

建
設
課
長　

補
助
対
象
河

川
の
復
旧
事
業
は
年
度
内
の

完
了
を
目
指
し
て
い
る
。

芦
塚　
補
助
対
象
で
な
い

河
川
で
、
ハ
ウ
ス
が
浸
水
し

た
り
、
家
屋
の
床
下
を
越
水

し
た
り
す
る
河
川
の
復
旧
は

対
象
に
な
る
の
か
。

建
設
部
長　

農
作
物
被
災

等
の
補
償
な
ど
が
あ
る
の
で
、

ど
の
補
助
を
利
用
で
き
る
か

相
談
し
て
ほ
し
い
。

芦
塚
　

「
一
丁
目
一
番

地
」
に
や
る
と
言
わ
れ
て
い

る
「
治
水
対
策
」
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
。

建
設
課
長　

現
在
、
浸
水

被
害
の
状
況
や
排
水
施
設
の

容
量
な
ど
、
県
と
現
状
を
調

査
し
情
報
共
有
を
し
て
い
る
。

芦
塚　
い
つ
治
水
計
画
は

で
き
る
の
か
、
ま
た
市
民
へ

の
説
明
は
い
つ
で
き
る
の
か
。

建
設
部
長　

田
ん
ぼ
ダ
ム
、

排
水
機
場
、
た
め
池
等
、
で

き
る
と
こ
ろ
か
ら
、
治
水
を

進
め
て
い
く
の
で
、
い
つ
で

き
る
と
は
言
え
な
い
。

観
光
戦
略
の
政
策
は

芦
塚　
嬉
野
市
観
光
戦
略

が
策
定
さ
れ
て
い
る
が
。

観
光
戦
略
統
括
官　

魅
力
あ

る
観
光
地
の
地
域
資
源
の
磨

き
上
げ
、
お
も
て
な
し
の
担

い
手
育
成
、
効
果
的
な
情
報

発
信
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
強

化
な
ど
を
目
指
し
て
い
る
。

芦
塚　
駅
前
交
通
手
段
と

し
て
温
泉
街
ま
で
の
AI
自
動

運
転
の
導
入
が
必
要
で
は
。

新
幹
線
・
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
レ
ン
タ
カ
ー
の
話
も
あ
る

が
自
動
運
転
は
実
証
実
験
で
、

現
在
取
り
組
ん
で
い
る
。

芦
塚　
千
円
レ
ン
タ
カ
ー

と
か
、
タ
ク
シ
ー
に
よ
る
観

光
地
巡
り
な
ど
、
ネ
ッ
ト
で

予
約
で
き
る
観
光
タ
ク
シ
ー

に
も
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

産
業
振
興
部
長　
今
後
は
検

討
し
て
い
く
。

芦
塚　
市
内
の
観
光
コ
ー

ス
を
作
成
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
を
養
成
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

観
光
振
興
部
長　
ガ
イ
ド
養

成
に
は
力
を
入
れ
た
い
。

芦
塚　
「
観
光
戦
略
の
ア

ン
ケ
ー
ト
」
の
中
に
は
「
食

が
弱
い
」
と
あ
る
が
。

観
光
戦
略
統
括
官　

新
幹
線

開
業
を
機
に
新
し
い
食
の
開

発
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
。

地 元の水路の災害復旧は
芦塚典子 議員

答  今年度内完了を目指す

▲災害に強い水路の対策を

醸
成
啓
発
、
防
災
マ
ッ
プ
に

つ
い
て
う
か
が
う
。

総
務・防
災
課
長　

小
・
中

学
校
に
お
け
る
防
災
教
育
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
お
よ
び

行
政
区
へ
の
防
災
講
和
、
市

報
で
の
啓
発
、
防
災
行
政
無

線
で
の
広
報
を
実
施
し
て
い

る
。

　
ま
た
、
防
災
マ
ッ
プ
は
令

和
６
年
度
に
更
新
す
る
が
、

新
し
い
情
報
を
い
か
に
反
映

さ
せ
周
知
す
る
か
工
夫
が
必

要
と
考
え
る
。

教
育
長　
学
校
で
の
防
災

教
育
で
は
、
火
災
、
地
震
、

不
審
者
対
応
お
よ
び
水
害
に

つ
い
て
対
応
し
て
い
る
。

森
田　
市
長
が
直
接
呼
び

か
け
る
場
合
も
あ
る
防
災
行

政
無
線
の
設
置
を
増
や
す
手

立
て
は
考
え
て
い
る
か
。

市
長　
様
々
な
環
境
の
方

も
お
ら
れ
る
の
で
普
及
率
ア

ッ
プ
に
つ
い
て
は
二
重
三
重

に
工
夫
を
し
て
い
く
。

▲かもめ 1号の停車を!!

➡
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➡

川
内　
嬉
野
温
泉
駅
か
ら

長
崎
方
面
へ
向
か
う
始
発
が
、

７
時
49
分
で
通
勤
・
通
学
に

利
用
す
る
に
は
か
な
り
厳
し

い
と
考
え
る
。
ま
た
、
上
下

線
合
わ
せ
て
47
本
中
、
25
本

し
か
嬉
野
温
泉
駅
に
は
停
車

し
な
い
が
、
市
長
の
見
解
を

う
か
が
う
。

市
長　
ダ
イ
ヤ
発
表
前
に

通
勤
・
通
学
に
利
便
性
の
高

い
ダ
イ
ヤ
設
定
を
要
望
し
た

が
、
ダ
イ
ヤ
が
公
表
さ
れ
た

時
点
で
利
便
性
が
悪
く
、
即

日
、
Ｊ
Ｒ
長
崎
支
社
に
抗
議

を
し
、
そ
の
後
、
観
光
協
会
、

商
工
会
と
一
緒
に
Ｊ
Ｒ
九
州

本
社
へ
再
度
要
望
を
お
こ
な

っ
た
。

川
内　
そ
の
時
、
武
雄
温

泉
駅
の
始
発
７
時
３
分
を
嬉

野
温
泉
駅
に
停
車
す
る
よ
う

に
要
望
を
さ
れ
た
と
思
う
が
。

市
長　
要
望
に
つ
い
て
は
、

し
っ
か
り
受
け
止
め
る
と
い

う
趣
旨
の
回
答
で
あ
っ
た
が
、

間
を
空
け
ず
要
望
を
続
け
る
。

防
災
対
策
に
つ
い
て

川
内　
車
両
等
の
避
難
所

を
設
置
指
定
す
る
考
え
は
。

総
務・防
災
課
長　

車
両
の

避
難
対
策
も
財
産
を
守
る
必

要
な
対
策
と
考
え
、
車
ご
と

避
難
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に

ダ イヤ改正の要望を早急に
川内聖二 議員

答  ＪＲは、しっかり受け止めると!

諸
上　
８
月
、
市
内
に
て

過
去
最
高
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
者
数
が
出
た
。

市
長
の
所
感
を
う
か
が
う
。

市
長　
新
た
な
変
異
株
の

出
現
の
可
能
性
、
ま
た
、
感

染
者
数
の
増
加
は
病
床
使
用

率
も
増
え
、
県
内
で
は
死
亡

者
の
報
告
も
あ
っ
た
。
感
染

者
を
食
い
止
め
る
こ
と
は
依

然
と
し
て
重
要
な
事
と
考
え

る
。

　
今
後
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に

対
応
し
た
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

控
え
て
い
る
の
で
、
保
健
行

政
と
し
て
も
し
っ
か
り
と
感

染
拡
大
を
食
い
止
め
る
べ
く

努
力
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

諸
上　
過
去
最
高
の
感
染

者
が
出
た
時
、
市
長
コ
メ
ン

ト
を
出
す
べ
き
で
は
な
か
っ

た
の
か
。

市
長　
市
の
ト
ッ
プ
と
し

て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
出
す
の

は
非
常
に
重
い
こ
と
で
も
あ

り
、
結
果
的
に
8
月
の
感
染

拡
大
期
に
は
出
さ
な
か
っ
た
。

連
休
前
や
お
盆
前
な
ど
に
は
、

健
康
づ
く
り
課
か
ら
の
お
知

ら
せ
を
防
災
無
線
な
ど
で
お

こ
な
っ
た
。

諸
上　
こ
れ
か
ら
、
秋
冬

に
か
け
て
季
節
性
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
も
出
て
く
る
と
考
え

る
。
備
え
や
、
感
染
拡
大
を

防
ぐ
対
応
を
市
長
が
旗
振
り

役
と
な
っ
て
周
知
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う

か
。市

長　
季
節
性
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
も
含
め
ダ
ブ
ル
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
も
懸
念
さ
れ
、
補

助
額
の
引
き
上
げ
も
お
こ
な

っ
た
。
感
染
に
は
気
を
付
け

る
よ
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
し
っ

か
り
と
出
し
て
い
き
た
い
。

利
用
者
の
声
を
反
映
せ
よ

諸
上　
日
常
生
活
用
具
給

付
の
実
績
が
多
い
品
目
は
。

福
祉
課
長　

ス
ト
マ
の
給

付
が
一
番
多
く
、
次
に
紙
お

む
つ
な
ど
の
給
付
で
あ
る
。

諸
上　
対
象
品
目
の
選
定

や
基
準
額
は
ど
の
よ
う
に
決

め
ら
れ
て
い
る
の
か
。

福
祉
課
長　

対
象
品
目
は

国
が
定
め
る
用
具
の
例
に
準

じ
て
、
基
準
額
は
地
域
の
特

性
や
物
価
上
昇
等
の
状
況
に

応
じ
対
象
者
か
ら
の
要
望
や
、

自
立
支
援
協
議
会
な
ど
で
交

付
状
況
等
を
勘
案
し
金
額
設

定
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

諸
上　
市
場
で
は
、
物
価

高
騰
で
特
に
紙
お
む
つ
な
ど

は
値
上
が
り
し
て
い
る
。
紙

お
む
つ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、

利
用
者
の
声
を
聴
く
と
い
う

ス
タ
ン
ス
は
、
今
後
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

福
祉
課
長　

利
用
者
の
ご

意
見
も
う
か
が
っ
て
い
き
た

い
。

感
染
拡
大
を
防
ぐ
対
応
を

　
　
　
　
　
　
　
　

 

諸
上
栄
大 

議
員

答 

し
っ
か
り
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
出
し
て
い
く

▲手洗いはこまめに感染予防へ
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し
て
い
る
。

川
内　
成
人
が
複
数
い
れ

ば
面
々
が
車
を
所
持
し
て
い

る
家
庭
が
多
く
、
避
難
所
の

駐
車
場
も
限
ら
れ
る
。
高
齢

者
が
い
る
と
こ
ろ
は
集
約
し

て
避
難
さ
れ
る
と
思
う
が
。

市
長　
今
後
、
民
間
の
広

い
敷
地
、
ま
た
、
高
い
位
置

に
用
地
を
所
持
し
て
い
る
方

に
協
力
を
願
い
連
携
を
視
野

に
入
れ
、
進
め
て
い
く
よ
う

に
考
え
る
。

川
内　
感
染
者
や
濃
厚
接

触
に
対
し
て
の
避
難
所
の
対

応
は
。

総
務・防
災
課
長　

感
染
者
、

濃
厚
接
触
者
、
発
熱
者
か
ら

連
絡
が
あ
っ
た
場
合
は
別
の

避
難
所
に
避
難
し
て
い
た
だ

く
体
制
で
対
応
し
て
い
る
。

川
内　
こ
の
よ
う
な
対
応

を
市
民
に
周
知
を
し
て
い
る

か
。

総
務・防
災
課
長　

問
い
合

わ
せ
が
あ
っ
た
と
き
に
対
応

し
、
周
知
は
し
て
い
な
い
。

川
内　
今
後
、
防
災
無
線

等
で
周
知
を
す
れ
ば
、
安
心

し
て
避
難
さ
れ
る
と
思
う
が
。

市
長　
感
染
拡
大
当
初
は

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題
も
あ

っ
た
が
、
現
在
は
抵
抗
な
く

相
談
し
や
す
い
体
系
に
あ
る

と
思
う
。

　
我
々
が
、
積
極
的
に
窓
口

が
あ
る
こ
と
を
周
知
す
る
必

要
が
あ
る
と
認
識
す
る
。

▲これでは通勤・通学に使えない

➡

山
口　
農
業
人
口
の
減
少

は
市
の
大
き
な
課
題
、
さ
ら

に
観
光
資
源
と
し
て
も
担
っ

て
い
る
。

　
現
状
の
政
策
で
十
分
か
、

ま
た
地
域
整
備
の
中
で
、
今

の
道
路
整
備
で
十
分
な
の
か
、

農
業
を
資
源
と
し
て
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
う
か
が
う
。

市
長　
観
光
客
の
方
に
は

魅
力
的
な
特
産
品
が
大
き
な

鍵
を
握
る
。

　
茶
業
か
ら
ま
た
施
設
園
芸

を
含
め
て
水
田
農
業
ま
で
幅

広
く
、
き
め
細
や
か
な
支
援

を
し
て
い
く
。

山
口　
第
２
次
総
合
計
画

後
期
基
本
計
画
に
お
い
て
、

重
点
的
に
取
り
組
む
課
題
と

現
状
を
う
か
が
う
。

農
業
政
策
課
長
　

１
の

「
が
ん
ば
る
人
を
支
援
す
る

生
産
体
制
を
整
備
し
ま
す
」

か
ら
「
耕
作
放
棄
地
の
拡
大

防
止
と
農
業
の
維
持
・
保
全

を
図
り
ま
す
」
の
７
項
目
を

４
年
後
の
実
現
を
目
指
し
取

り
組
む
。

山
口　
資
材
や
肥
料
高
騰

の
中
、
米
価
や
茶
価
低
迷
に

ど
の
よ
う
な
支
援
策
や
指
導

を
お
こ
な
う
の
か
う
か
が
う
。

茶
業
振
興
課
長　

肥
料
高

騰
問
題
は
、
県
と
の
協
議
を

受
け
早
急
に
検
討
し
た
い
。

農
業
政
策
課
長　

AI
と
か

ス
マ
ー
ト
農
業
な
ど
に
取
り

組
み
、
省
力
化
を
図
り
な
が

ら
関
係
機
関
と
共
に
指
導
し

て
い
く
。

医
療
セ
ン
タ
ー

跡
地
に
つ
い
て

山
口　
等
価
交
換
の
経
過

状
況
は
。

新
幹
線
・
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院

機
構
と
嬉
野
市
土
地
開
発
公

社
の
間
で
令
和
３
年
２
月
26

日
に
交
換
契
約
を
締
結
し
、

引
渡
し
は
令
和
７
年
度
、
建

物
の
解
体
後
と
い
う
こ
と
が

契
約
で
明
記
さ
れ
て
い
る
。

山
口　
医
療
廃
棄
物
等
の

問
題
を
う
か
が
う
。

新
幹
線
・
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
建
物
の
解
体
自
体
は
令
和

６
年
９
月
頃
ま
で
、
土
壌
汚

染
対
策
工
事
が
令
和
７
年
11

月
頃
ま
で
の
予
定
で
あ
る
。

山
口　
跡
地
活
用
に
委
員

会
設
置
を
。

市
長　
令
和
６
年
度
で
の

事
業
者
公
募
等
を
計
画
し
て

い
る
。
そ
の
間
に
皆
さ
ん
の

様
々
な
意
見
な
ど
を
う
か
が

い
進
め
て
い
く
。

就 農人口の減少課題を
どうする

山口虎太郎 議員

答  担い手確保や育成が喫緊の課題

▲担い手の確保を
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➡

田
中　
嬉
野
温
泉
観
光
協

会
よ
り
「
轟
の
森
公
園
整
備

計
画
提
言
書
」
が
提
出
さ
れ

て
い
る
が
、
市
長
の
考
え
を

う
か
が
う
。

市
長　
非
常
に
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
の
あ
る
場
所
だ
と
思
っ

て
い
る
。
現
在
、
医
療
セ
ン

タ
ー
跡
地
活
用
の
中
で
西
公

園
の
利
活
用
と
併
せ
、
続
き

の
エ
リ
ア
と
し
て
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
な
い
か
、
都
市

公
園
で
も
あ
る
の
で
補
助
制

度
な
ど
を
視
野
に
入
れ
、
賑

い
づ
く
り
の
た
め
に
活
用
し

て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い
き

た
い
。

田
中　
川
の
右
岸
側
に
は

公
園
へ
の
侵
入
道
路
が
無
く
、

ま
た
公
園
周
辺
の
農
地
は
農

振
除
外
区
域
で
あ
る
。
虫
食

い
状
態
な
ど
変
な
開
発
に
な

ら
な
い
よ
う
、
公
園
整
備
を

含
め
市
道
な
ど
の
整
備
を
総

合
的
に
考
え
る
べ
き
だ
。

市
長　
開
発
な
ど
の
情
報

収
集
を
怠
ら
な
い
よ
う
に
し

な
が
ら
や
っ
て
い
き
た
い
。

　
長
期
的
に
は
周
辺
の
活
用

を
ど
の
よ
う
な
形
で
進
め
て

行
く
か
で
あ
る
が
、
轟
の
滝

公
園
整
備
、
定
住
促
進
の
た

め
の
整
備
な
ど
、
何
ら
か
の

検
討
は
必
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

肥
料
価
格
高
騰
対
策
事
業

に
つ
い
て

田
中　
原
料
の
輸
入
依
存

轟 の滝公園の
整備をどう考える

田中政司 議員

答  活用を進めていくよう話を進めている

増
田　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
導
入
の
経
緯
と
目
的
は
何

か
。市

長　
各
地
区
が
バ
ラ
ン

ス
よ
く
発
展
を
す
る
た
め
の

手
法
で
、
地
域
活
性
化
を
目

指
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た

経
緯
で
、
地
域
内
外
で
の
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。

増
田　
平
成
19
年
度
に
策

定
さ
れ
た
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
基
本
方
針
」
に
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
拠
点
、
ミ
ニ
市
役

所
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
く

こ
と
と
あ
る
が
、
受
け
継
い

で
い
か
れ
る
の
か
。

市
長　
市
役
所
業
務
の
一

部
移
管
に
つ
い
て
は
、
積
極

的
に
考
え
て
い
き
た
い
。

増
田　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
動
運
営
に
つ
い
て
の
課

題
は
何
か
。

企
画
政
策
課
長　

地
域
で

の
人
口
減
少
に
よ
る
運
営
の

担
い
手
不
足
、
参
加
者
の
固

定
化
、
幅
広
い
年
代
、
世
代

間
交
流
の
展
開
が
課
題
で
あ

る
。

増
田　
課
題
の
一
つ
と
し

て
事
務
局
長
の
待
遇
改
善
の

考
え
は
な
い
か
。

市
長　
待
遇
改
善
を
考
え

る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
る
。　

増
田　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
に
対
し
て
優
先
順
位
が
低

い
の
で
は
な
い
か
と
の
声
を

聴
く
が
い
か
が
か
。

市
長　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
活
動
を
最
重
要
視
し
て

い
る
。

増
田　
市
長
の
考
え
る
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
基
本
方

針
を
作
成
し
て
は
い
か
が
か
。

市
長　
市
役
所
の
庁
舎
統

合
も
あ
る
の
で
、
今
後
の
方

向
性
を
示
す
時
期
に
来
て
い

る
。

　
轟
の
滝
公
園
整
備
の
徹
底
を

増
田　
轟
の
滝
公
園
は
観

光
客
も
多
く
、
市
民
の
方
か

ら
も
公
園
の
整
備
が
い
き
わ

た
っ
て
い
な
い
と
の
声
が
あ

る
。

　
ど
の
よ
う
な
計
画
で
整
備

さ
れ
て
い
る
か
。

新
幹
線
・
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
現
場
職
員
１
名
、
会
計
年

度
任
用
職
員
３
名
で
多
く
の

公
園
を
巡
回
し
て
い
る
。

増
田　
轟
の
滝
公
園
は
別

枠
と
し
て
管
理
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
が
い
か
が
か
。

建
設
部
長　

ど
の
よ
う
な

解
決
策
が
あ
る
か
、
考
え
て

い
き
た
い
。

（
他
の
質
問
）

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て

基
本
方
針
の
作
成
を

　
　
　
　
　
　
　
　

 

増
田
朝
子 

議
員

答 

今
後
の
方
向
性
を
示
す
時
期
に
来
て
い
る

▲地域コミュニティのあり方は
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度
が
高
い
肥
料
の
価
格
高
騰

で
農
家
の
経
営
が
厳
し
い
と

し
て
、
値
上
が
り
分
の
一
部

を
国
が
支
援
す
る
施
策
が
打

ち
出
さ
れ
た
、
市
の
支
援
策

も
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長　
県
で
も
支
援
策
を

９
月
議
会
に
提
案
さ
れ
て
い

る
。
総
合
的
に
判
断
し
、
国

や
県
そ
し
て
市
の
役
割
分
担

を
発
揮
し
、
農
家
の
今
後
の

経
営
の
励
み
に
な
る
よ
う
支

援
策
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。

「
う
れ
し
の
ま
る
く
」

の
運
営
に
つ
い
て

田
中　
「
う
れ
し
の
ま
る

く
」
の
運
営
に
つ
い
て
は
、

市
の
直
営
で
お
こ
な
う
事
に

な
っ
た
が
、
今
後
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

新
幹
線
・
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
直
営
方
式
に
な
っ
た
こ
と

で
、
直
接
利
用
者
か
ら
意
見

を
聴
く
機
会
が
で
き
た
と
捉

え
、
今
後
の
運
営
に
活
か
し

て
い
き
た
い
。
指
定
管
理
に

つ
い
て
は
、
運
営
状
況
や
利

用
者
の
意
見
を
次
の
公
募
に

活
か
し
、
１
年
程
度
直
営
で

の
運
営
の
後
進
め
て
い
き
た

い
。

▲にぎわう轟の滝

➡

阿
部　
日
常
生
活
に
常
時

介
護
が
必
要
な
20
歳
以
上
の

人
で
、
要
介
護
認
定
４
や
５

の
方
は
受
給
対
象
者
に
な
れ

る
可
能
性
が
あ
る
。
所
得
制

限
や
認
知
基
準
な
ど
一
定
の

基
準
が
あ
る
が
、
厚
生
労
働

省
が
指
定
す
る
精
神
保
健
指

定
医
師
の
診
断
証
明
書
が
あ

れ
ば
申
請
で
き
る
、
市
民
へ

の
周
知
方
法
を
う
か
が
う
。

福
祉
課
長　

特
別
障
害
者

手
当
は
国
の
法
律
で
決
ま
っ

て
い
る
が
、
障
害
の
度
合
い

に
応
じ
て
該
当
す
る
障
害
が

２
つ
以
上
あ
る
場
合
に
該
当

す
る
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の

障
害
の
区
分
で
判
定
す
る
。

阿
部　
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
は
対
象
外
。
自
宅
で
の

車
イ
ス
介
護
や
入
院
、
施
設

へ
の
入
所
も
３
カ
月
以
内
な

ら
申
請
の
対
象
と
な
る
、
１

０
０
％
は
受
け
ら
れ
な
い
こ

と
も
あ
る
が
周
知
は
ど
う
か
。

福
祉
課
長　

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
は
簡
単
な
説
明
に
な
っ

て
い
る
、
詳
し
い
中
身
は
県

の
説
明
と
リ
ン
ク
す
る
よ
う

に
早
急
に
し
た
い
。

阿
部　
こ
の
制
度
を
も
っ

と
市
民
に
周
知
を
徹
底
し
て

も
ら
い
た
い
が
。

福
祉
課
長　

分
か
り
や
す

く
周
知
を
は
か
っ
て
い
く
。

学
校
給
食
費
の

補
助
事
業
に
つ
い
て

阿
部　
給
食
費
物
価
高
騰

対
策
事
業
が
可
決
さ
れ
た
。

補
助
内
容
で
保
護
者
負
担
が

軽
減
さ
れ
る
の
か
。

教
育
部
長　

現
在
は
補
助

負
担
で
安
心
安
全
で
質
の
良

い
給
食
提
供
し
て
い
る
。

阿
部　
物
価
高
騰
が
続
け

ば
給
食
費
の
値
上
げ
は
あ
る

か
。教

育
長　
上
げ
る
こ
と
も

考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

子
ど
も
さ
ん
が
多
い
家
庭
に

は
負
担
が
大
き
い
が
、
そ
う

い
っ
た
こ
と
も
勘
案
し
て
、

11
月
頃
に
上
げ
幅
を
給
食
運

営
会
議
で
決
定
さ
せ
て
頂
き

た
い
。

高
校
生
の
バ
ス
通
学
費
の

助
成
金
制
度
に
つ
い
て

阿
部　
隣
町
に
バ
ス
通
学

す
る
高
校
生
の
定
期
券
購
入

補
助
は
で
き
な
い
か
。

新
幹
線
・
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
嬉
野
市
地
域
公
共
交
通
計

画
で
通
学
費
に
対
す
る
補
助

の
検
討
を
し
て
い
る
が
、
他

市
町
へ
の
通
学
、
他
市
町
か

ら
の
通
学
補
助
は
二
重
投
資

に
な
る
面
も
あ
る
の
で
他
市

町
と
の
連
携
を
視
野
に
入
れ

た
検
討
を
進
め
た
い
。

特 別障害者手当の
市民への周知は

阿部愛子 議員

答  周知を図っていきたい

▲安心・安全のサービスを



20うれしの市議会だより　vol.67

一
般
質
問

水
山　
路
線
バ
ス
、
乗
合

タ
ク
シ
ー
、
ヨ
ッ
シ
ー
号
な

ど
の
利
便
性
向
上
に
向
け
た

取
り
組
み
は
。

市
長　
地
域
交
通
計
画
に

つ
い
て
は
、
全
て
が
利
便
性

向
上
に
つ
な
が
る
も
の
だ
け

で
は
な
く
、
増
加
し
て
い
る

運
行
補
助
金
の
問
題
、
利
用

実
態
に
合
わ
せ
た
運
行
形
態

の
見
直
し
、
重
複
区
間
の
解

消
に
よ
り
乗
り
継
ぎ
が
必
要

に
な
る
こ
と
も
含
ま
れ
る
が
、

地
域
の
皆
様
や
交
通
事
業
者
、

関
係
各
所
と
の
協
議
・
調
整

を
お
こ
な
い
、
地
域
交
通
を

存
続
さ
せ
る
方
向
性
で
進
め

る
。水

山　
上
久
間
線
や
大
野

原
線
の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

新
幹
線
・
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
方
向
性
と
し
て
は
、
デ
マ

ン
ド
交
通
を
取
り
入
れ
る
よ

う
な
整
備
を
お
こ
な
っ
て
い

る
。
今
年
度
、
上
久
間
線
を

対
象
に
デ
マ
ン
ド
交
通
の
実

証
運
行
を
お
こ
な
い
利
用
者

の
利
便
性
を
検
証
し
た
う
え

で
他
の
路
線
の
検
討
を
お
こ

な
う
。

水
山　
ヨ
ッ
シ
ー
号
、
春

日
線
の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

市
民
福
祉
部
長　

ヨ
ッ
シ

ー
号
と
春
日
線
に
つ
い
て
は
、

重
複
す
る
区
間
が
あ
り
、
ま

た
、
路
線
バ
ス
吉
田
線
も
重

複
区
間
が
あ
る
た
め
、
乗
り

継
ぎ
等
の
機
能
を
充
実
さ
せ

効
率
的
な
運
営
に
取
り
組
む
。

水
山　
近
隣
市
町
の
大
規

模
イ
ベ
ン
ト
等
（
陶
器
市
）

の
公
共
交
通
の
連
携
に
つ
い

て
。市

長　
嬉
野
・
武
雄
・
有

田
の
３
市
町
連
携
会
議
の
中

で
も
ぜ
ひ
と
も
話
題
に
し
た

い
。新

幹
線
・
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
佐
賀
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
実
行
委
員

会
に
て
公
共
交
通
ア
プ
リ
を

使
っ
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
お

得
な
乗
車
券
セ
ッ
ト
の
展
開

が
考
え
ら
れ
る
。

観
光
戦
略
に
つ
い
て

水
山　
外
国
人
観
光
客
の

受
け
入
れ
緩
和
の
報
道
が
あ

る
が
本
市
の
方
針
は
。

観
光
戦
略
統
括
官　

旅
館
や

観
光
関
係
の
方
を
対
象
に
語

学
・
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
の

研
修
を
お
こ
な
い
、
ま
た
補

助
金
の
活
用
に
よ
り
宿
泊
施

設
に
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応

の
改
修
も
お
こ
な
わ
れ
る
。

水
山
　

嬉
野
観
光
Ｄ
Ｍ

Ｏ
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
つ

い
て
。

観
光
戦
略
統
括
官　

嬉
野
温

泉
観
光
協
会
が
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
し

て
登
録
さ
れ
た
。
Ｈ
Ｐ
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
通
じ
た
情
報
発
信
や

観
光
資
源
の
磨
き
上
げ
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
本
市
と
し

て
も
取
り
組
み
を
後
押
し
し

て
行
く
。

公
共
交
通
の
近
隣
市
町
と
の
連
携
は

　
　
　
　
　
　
　
　

 

水
山
洋
輔 

議
員

答 

地
域
交
通
の
存
続
と
３
市
町
に
よ
る
連
携
を
は
か
る▲みんなで作ったゆっつらくん

➡

梶
原　
改
正
地
球
温
暖
化

対
策
推
進
法
に
２
０
５
０
年

ま
で
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
の
実
現
が
基
本
理
念
と

し
て
法
律
に
明
記
さ
れ
た
が

本
市
の
捉
え
方
を
う
か
が
う
。

市
長　
市
と
し
て
も
そ
の

社
会
的
要
請
、
国
際
的
な
要

請
に
応
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
る
。

教
育
長　
各
学
校
で
の
授

業
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
活
動
の
中

で
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
を
自
分
ご
と
と
し
て
捉
え
、

自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を

考
え
て
い
く
よ
う
な
取
り
組

み
を
想
定
し
て
い
る
。

梶
原　
学
校
現
場
で
の
具

体
的
な
取
り
組
み
は
。

教
育
長　
裏
紙
の
再
利
用

や
節
電
、
節
水
、
給
食
の
残

滓
を
出
さ
な
い
取
り
組
み
や

１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
太
陽
光
発

電
機
を
各
学
校
に
載
せ
て
い

る
。梶

原　
改
正
地
球
温
暖
化

対
策
推
進
法
の
理
念
を
取
り

入
れ
た
計
画
の
見
直
し
を
す

べ
き
で
は
。

環
境
下
水
道
課
長　

２
０
５

０
年
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
を
目
指

し
た
検
討
を
す
る
。

梶
原　
市
と
し
て
脱
炭
素

化
の
具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

環
境
下
水
道
課
長　

ご
み
分

別
の
推
進
、
家
庭
用
生
ご
み

処
理
へ
の
補
助
金
、
農
業
集

落
排
水
事
業
で
処
理
水
を
農

ゼ ロカーボンシティ宣言を
するべきでは

梶原睦也 議員

答  宣言できるよう準備を進める
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一
般
質
問

大
串　
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
の
実
施
基
準
は
。

市
長　
財
務
規
則
に
基
づ

く
実
施
要
領
、
仕
様
書
、
評

価
基
準
な
ど
を
公
表
し
て
実

施
し
て
い
る
。

大
串　
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
の
性
質
に
つ
い
て
う
か

が
う
。

財
務
課
長　

複
数
の
事
業

者
か
ら
企
画
提
案
を
提
出
さ

せ
、
提
案
内
容
を
審
査
し
、

企
画
内
容
や
業
務
遂
行
能
力

が
最
も
優
れ
た
者
を
契
約
の

候
補
者
と
し
て
選
定
す
る
方

式
で
あ
る
。

大
串　
財
務
規
則
に
基
づ

い
て
公
表
し
、
実
施
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
現

在
嬉
野
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
全
て
公
表
を
し
て
い
な
い

の
は
な
ぜ
か
。

財
務
課
長　

一
部
が
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
さ
れ
て
い

な
い
も
の
が
あ
っ
た
の
で
速

や
か
に
対
応
す
る
。

大
串　
他
の
自
治
体
で
は

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
基
準
に
な

る
も
の
が
あ
る
が
当
市
に
は

あ
る
の
か
。

財
務
課
長　

当
市
に
お
い

て
は
な
い
。

大
串　
当
市
に
と
っ
て
民

間
の
活
力
を
利
用
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
中
で
、

契
約
事
項
は
大
切
な
こ
と
。

　
市
民
に
公
正
・
公
平
な
目

で
見
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、

当
市
独
自
の
公
募
型
プ
ロ
ポ

ー
ザ
ル
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作

ら
れ
て
は
ど
う
か
。

財
務
課
長　

他
自
治
体
の

状
況
を
確
認
し
て
研
究
し
て

い
く
。

Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
４
国
ス

ポ
・
全
障
ス
ポ
に
つ
い
て

大
串　
大
会
参
加
者
や
関

係
者
の
宿
泊
対
応
を
旅
館
な

ど
に
経
済
効
果
が
出
る
よ
う

に
市
が
中
心
と
な
っ
て
お
こ

な
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
４
推
進
課
長

　
大
会
参
加
者
の
宿
泊
申
込

み
受
付
、
配
宿
調
整
、
宿
舎

決
定
通
知
等
を
効
率
的
か
つ

円
滑
に
実
施
す
る
た
め
、
一

括
し
て
配
宿
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
配
宿

業
務
委
託
を
佐
賀
県
が
業
者

と
契
約
を
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
ま
た
、
他
の
市
町
で
開
催

さ
れ
る
競
技
関
係
者
に
つ
い

て
も
、
他
の
市
町
の
宿
泊
施

設
で
は
不
足
し
て
お
り
、
可

能
な
限
り
、
嬉
野
市
内
宿
泊

施
設
に
配
宿
さ
れ
る
予
定
で

あ
り
、
相
当
の
経
済
効
果
が

見
込
ま
れ
る
。

公 募型プロポーザルに
ガイドラインを作るべき

大串友則 議員

答  状況を確認して研究していく

地
へ
還
元
、
汚
泥
の
コ
ン
ポ

ス
ト
、
肥
料
化
さ
ら
に
公
共

下
水
処
理
場
に
太
陽
光
パ
ネ

ル
を
設
置
し
て
い
る
。

行
政
経
営
部
長　
佐
賀
県
を

中
心
と
し
た
産
官
学
連
携
で

の
バ
イ
オ
マ
ス
炭
化
燃
料
製

造
、
生
ご
み
の
燃
料
化
の
実

現
可
能
調
査
を
開
始
し
た
。

梶
原　
吉
野
ヶ
里
町
松
隈

地
区
の
小
水
力
発
電
事
業
は

地
域
を
巻
き
込
み
先
進
的
な

取
り
組
み
が
お
こ
な
わ
れ
て

い
る
。
参
考
に
し
て
は
ど
う

か
。市

長　
地
域
の
同
意
が
あ

れ
ば
支
援
を
す
る
。
実
現
で

き
れ
ば
と
思
う
。

梶
原　
環
境
問
題
に
し
っ

か
り
と
取
り
組
む
意
味
で
も

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言

を
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　
嬉
野
市
流
の
取
り

組
み
で
政
策
分
野
ご
と
に
系

統
付
け
な
が
ら
宣
言
で
き
る

よ
う
準
備
を
進
め
た
い
。

コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策

に
つ
い
て

梶
原　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
者
や
濃
厚
接
触
者
に
対

し
買
い
物
支
援
な
ど
の
体
制

を
整
備
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　
個
別
の
相
談
に
は

真
摯
に
対
応
し
た
い
。▲温暖化対策は待ったなし

➡

▲透明性をはかれ
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一
般
質
問

宮
﨑　
新
幹
線
開
業
後
の

駅
周
辺
の
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン

を
う
か
が
う
。

市
長　
西
九
州
交
通
の
結

節
点
と
し
て
移
住
・
定
住
、

企
業
立
地
に
関
し
て
も
積
極

的
に
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
き
、
西

九
州
の
中
心
地
に
躍
り
出
る

よ
う
な
雄
飛
を
果
た
し
た
い

委員会レ ポート委員会レ ポート 駅
周
辺
に
お
け
る
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
は　
　

 
　
　
　
　
　
　
　
　

 

宮
﨑
良
平 

議
員

答 
国
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
リ
ー
ド
す
る
よ
う
な
存
在
と

▲西九州観光の玄関口として

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
最
新

技
術
の
集
積
、
ク
リ
エ
イ
テ

ィ
ブ
人
材
の
集
積
を
通
じ
、

今
後
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

リ
ー
ド
す
る
拠
点
と
し
て
駅

前
の
活
用
を
推
進
し
て
い
き

た
い
。

宮
﨑　
新
た
に
新
幹
線
駅

が
で
き
、
総
合
的
に
市
が
大

き
く
様
変
わ
り
す
る
と
と
も

に
い
ば
ら
の
道
で
も
あ
る
。

市
長
の
覚
悟
を
う
か
が
う
。

市
長　
ご
指
摘
の
と
お
り

そ
ん
な
楽
観
の
ば
ら
色
の
未

来
図
を
、
何
の
努
力
も
な
し

に
約
束
さ
れ
る
と
は
み
じ
ん

調
査
目
的

　
嬉
野
市
に
お
い
て
は
、
地

域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業
と

し
て
「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
」
が
あ
り
、
２
０
１
９
年

９
月
に
利
用
者
支
援
事
業
と

し
て
「
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

（
リ
ュ
ッ
ケ
）
」
が
開
設
さ

れ
た
。

　
当
委
員
会
で
は
、
市
の
直

営
で
運
営
さ
れ
て
い
る
大
村

市
こ
ど
も
未
来
館
「
お
む
ら

ん
ど
」
を
視
察
し
、
地
域
子

育
て
支
援
に
つ
い
て
調
査
研

究
を
お
こ
な
っ
た
。

　
地
域
の
事
情
に
応
じ
、
コ

ロ
ナ
対
応
の
た
め
の
取
り
組

み
を
き
め
細
や
か
に
効
果

的
・
効
率
的
に
必
要
な
事
業

を
実
施
で
き
る
よ
う
に
、
地

方
公
共
団
体
が
作
成
し
た
実

施
計
画
に
基
づ
い
て
お
こ
な

う
事
業
に
対
し
、
必
要
な
費

用
を
賄
う
た
め
に
、
国
か
ら

補
助
さ
れ
る
交
付
金
の
こ
と

で
す
。

　
自
治
体
で
は
、
通
称
コ
ロ

ナ
交
付
金
と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

た
り
と
も
思
っ
て
な
い
。

　
ど
れ
だ
け
新
幹
線
を
活
用

し
た
価
値
を
提
示
す
る
か
に

よ
っ
て
、
民
間
の
投
資
の
呼

び
込
み
に
つ
な
が
る
と
思
う
。

　
最
高
級
ホ
テ
ル
な
ど
の
開

発
等
も
進
ん
で
い
る
し
、
既

存
の
旅
館
も
観
光
庁
の
高
付

加
価
値
化
事
業
を
活
用
し
、

補
助
額
ベ
ー
ス
で
５
億
５
０

０
０
万
円
の
事
業
採
択
を
受

け
、
高
付
加
価
値
の
嬉
野
温

泉
の
旅
館
の
格
を
高
め
て
い

く
取
り
組
み
を
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
。

　
住
み
た
い
ま
ち
、
訪
れ
た

い
ま
ち
を
目
指
し
て
、
市
民

一
丸
と
な
っ
て
努
力
を
重
ね

て
い
く
。

広
川
原
キ
ャ
ン
プ
場
で

サ
ウ
ナ
イ
ベ
ン
ト
を

宮
﨑　
県
の
情
報
発
信
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
、

サ
ウ
ナ
好
き
に
は
超
有
名
な

日
本
一
の
検
索
サ
イ
ト
、
サ

ウ
ナ
イ
キ
タ
イ
と
の
コ
ラ
ボ

で
、
佐
賀
が
誇
る
う
れ
し
の

茶
と
紅
茶
、
ほ
う
じ
茶
の
香

り
を
サ
ウ
ナ
で
楽
し
め
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
お
こ
な
わ
れ
、

全
国
的
に
大
き
な
話
題
に
な

っ
て
い
る
。

　
嬉
野
市
の
キ
ャ
ン
プ
場
発

信
と
し
て
、
ま
ず
は
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
お
こ
な
う
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

市
長　
広
川
原
の
キ
ャ
ン

プ
場
も
含
め
た
嬉
野
の
景
観

と
併
せ
て
売
り
込
ん
で
い
く

と
い
う
と
こ
ろ
に
、
屋
外
サ

ウ
ナ
の
可
能
性
と
い
う
の
は

見
い
だ
せ
る
か
と
思
う
。
い

ろ
ん
な
連
携
を
は
か
り
な
が

ら
進
め
て
い
け
た
ら
と
考
え

て
い
る
。

子育て支援について文教　 福祉常任委員会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
と
は
？

ことばの
 解説!!



23 うれしの市議会だより　vol.67

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

付
託
案
件

会
期
日
程

委員会レ ポート委員会レ ポート

付託事件名 付託委員会名 付託期間

防災について 総務企画常任委員会 次期定例会まで

学校給食の現状と学校教育のICT化について 文教福祉常任委員会 次期定例会まで

新幹線開業後の観光まちづくりについて 産業建設常任委員会 次期定例会まで

各期の議会の会期日程等の議会運営に関する事項及び議長の諮
問に関する事項 議会運営委員会 次期定例会まで

議会の活性化を図るための調査研究 議会活性化特別委員会 調査終了まで 

議会広報の編集発行に係る調査研究 議会広報編集特別委員会 調査終了まで

市庁舎のあり方に関する調査研究 市庁舎検討特別委員会 調査終了まで

１２月定例会　会期日程（案）

16
日

15
日

14
日

13
日

12
日

11
日

10
日

9
日

8
日

7
日

6
日

5
日

4
日

3
日

12
月
2
日

金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金
討
論
・
採
決
、
閉
会

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

議
案
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委
員
会
の
意
見

　
今
回
、
視
察
し
た
大
村
市

は
、
長
崎
県
の
県
央
に
位
置

し
、
東
に
多
良
山
系
の
山
々
、

西
に
波
静
か
な
大
村
湾
に
囲

ま
れ
た
自
然
豊
か
な
環
境
で

あ
り
な
が
ら
、
空
港
、
高
速

道
路
、
新
幹
線
新
駅
が
５
㎞

圏
内
に
揃
う
便
利
な
都
市
機

能
を
有
す
る
バ
ラ
ン
ス
の
良

さ
で
交
通
の
利
便
性
、
地
理

的
優
位
性
か
ら
人
口
が
増
え

て
お
り
、
嬉
野
市
の
約
４
倍

の
人
口
規
模
で
あ
る
。
行
政

子育て支援について文教　 福祉常任委員会

規
模
の
差
も
感
じ
る
が
、
福

祉
保
健
部
か
ら
こ
ど
も
未
来

部
と
し
て
独
立
し
て
い
る
。

　
０
歳
か
ら
18
歳
未
満
の
す

べ
て
の
こ
ど
も
に
関
す
る
支

援
、
出
会
い
か
ら
妊
娠
、
出

産
、
子
育
て
ま
で
切
れ
目
の

な
い
支
援
を
総
合
的
に
お
こ

な
っ
て
い
る
。

　
本
市
に
お
い
て
も
子
育
て

支
援
施
策
が
重
要
課
題
と
し

て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
が
、

施
設
の
手
狭
さ
や
子
育
て
世

代
が
少
な
い
な
ど
の
要
因
に

よ
り
十
分
な
利
用
が
あ
っ
て

い
る
の
か
疑
問
で
あ
る
。

　
今
後
、
子
育
て
支
援
の
充

実
が
若
者
世
代
の
定
着
や
移

住
の
き
っ
か
け
と
な
る
な
ら

ば
、
他
の
市
町
の
先
進
的
な

取
り
組
み
を
参
考
に
し
て
、

子
育
て
世
代
の
意
見
等
も
聞

き
な
が
ら
子
育
て
支
援
の
更

な
る
充
実
を
期
待
す
る
。

▲子育て支援の説明を受ける委員会



24うれしの市議会だより　vol.67

委
員
長	

諸
上
栄
大

副
委
員
長	

山
口
虎
太
郎

委
員	

田
中
政
司

〃	

川
内
聖
二

〃	

諸
井
義
人

〃	

阿
部
愛
子

〃	

大
串
友
則

議会広報編集特別委員会

★この印刷物は、一部あたり 46 円でできています。

　

９
月
23
日
、
西
九
州
新
幹

線
が
一
部
開
通
し
嬉
野
温
泉

駅
が
開
業
し
た
。
長
崎
発

の
１
番
列
車
か
も
め
２
号
の

ピ
カ
ピ
カ
の
車
体
が
、
嬉
野

温
泉
駅
の
ホ
ー
ム
に
満
員
の

乗
客
を
乗
せ
て
ゆ
っ
く
り
と

入
っ
て
き
た
時
「
歴
史
的
な

日
」
に
立
ち
会
え
た
こ
と

に
、
身
震
い
す
る
ほ
ど
の
感

動
を
覚
え
た
。
街
の
発
展
を

願
い
新
幹
線
の
開
通
を
目
指

し
、
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
関

係
者
全
て
の
皆
様
に
改
め
て

敬
意
と
感
謝
を
表
す
る
。
今

後
は
、
１
日
も
早
い
全
線
フ

ル
規
格
で
の
全
線
開
通
に
向

け
、
議
員
と
し
て
改
め
て
頑

張
ら
ね
ば
と
誓
っ
た
一
日
だ

っ
た
。
▼
そ
ん
な
中
、
先
日

の
朝
「
北
朝
鮮
か
ら
ミ
サ
イ

ル
が
発
射
さ
れ
ま
し
た
」
の

報
道
。
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
や
中
国
、
北
朝
鮮
の

軍
事
行
動
、
何
時
何
が
起
き

て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
下

「
歴
史
的
な
日
」
が
起
き
な

い
よ
う
に
す
る
の
も
政
治
の

役
目
。
国
会
で
政
治
家
個
人

的
な
事
で
の
論
戦
は
誰
も
期

待
し
て
い
な
い
の
で
は
。

（
政
司
）

コ
ラ
ム

待
望
の
西
九
州
新
幹
線
の
開
通
と
嬉
野
温
泉
駅
の
開
業
。

今
回
の
と
き
の
人
は
、
嬉
野
温
泉
駅
初
代
駅
長
に
就
任
さ
れ

た
中
野
裕
介
氏
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

問
：
初
代
駅
長
へ
の
就
任
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
率
直

に
今
の
気
持
ち
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

駅
長
：
９
月
23
日
、
無
事
に
嬉
野
温
泉
駅
の
開
業
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
て
、
ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す
。

駅
長
と
し
て
か
な
り
責
任
の
あ
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
な
の
で
し
っ

か
り
と
頑
張
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問
：
か
な
り
の
取
材
な
ど
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
い
か

が
で
し
た
か
。

駅
長
：
テ
レ
ビ
番
組
な
ど
の
出
演
や
取
材
な
ど
を
受
け
大
変

貴
重
な
経
験
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

関
東
・
関
西
方
面
に
も
宣
伝
等
を
お
こ
な
っ
て
も
ら
っ
た
結

果
、
開
業
日
は
予
想
以
上
に
新
幹
線
に
乗
っ
て
も
ら
っ
た
と

思
い
ま
す
。

問
：
駅
長
に
就
任
す
る
前
の
仕
事
は
ど
の
よ
う
な
仕
事
で
し

た
か
。

駅
長
：
西
九
州
新
幹
線
の
設
備
関
係
の
業
務
で
し
た
。
駅
の

レ
イ
ア
ウ
ト
や
サ
イ
ン
な
ど
の
仕
事
に
も
全
部
携
わ
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
頃
は
、
ま
さ
か
自
分
が
駅
長
に
な
る
と
は
思

っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

嬉野温泉駅 駅長
中野　裕介氏

問
：
学
生
の
頃
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

駅
長
：
小
学
校
の
頃
は
少
年
野
球
を
し
て
い
ま
し
た
。
中
学

校
に
入
学
後
、
陸
上
を
始
め
白
石
高
校
で
も
陸
上
を
続
け
ま

し
た
。
そ
の
後
、
中
央
大
学
に
進
学
し
箱
根
駅
伝
に
も
出
場

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
高
校
・
大
学
と
も
厳
し
い
練
習

が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
（
笑
）
。

問
：
休
日
の
過
ご
し
方
は
。

駅
長
：
今
は
単
身
赴
任
で
す
が
、
家
族
が
県
外
に
い
ま
す
の

で
、
家
族
と
ゆ
っ
く
り
過
ご
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
実

家
に
も
帰
省
し
ま
す
よ
。

問
：
趣
味
は
。
今
で
も
走
っ
て
い
ま
す
か
。

駅
長
：
ほ
と
ん
ど
走
っ
て
い
ま
せ
ん
ね
（
笑
）
。
趣
味
と
い

え
ば
ゴ
ル
フ
で
す
か
ね
。

問
：
最
後
に
今
後
の
抱
負
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

駅
長
：
地
元
で
の
勤
務
と
い
う
こ
と
で
、
ま
ず
は
地
域
と
一

緒
に
な
っ
て
、
嬉
野
市
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
い
う
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
嬉
野
温
泉
駅

が
玄
関
口
と
し
て
、
い
か
に
関
西
・
関
東
方
面
は
も
と
よ
り
、

多
方
面
か
ら
の
お
客
様
を
呼
び
込
む
た
め
の
取
り
組
み
を
お

こ
な
い
、
西
九
州
地
域
が
も
っ
と
盛
り
上
が
っ
て
い
く
、
そ

の
役
割
を
果
た
す
べ
く
嬉
野
温
泉
駅
の
駅
長
と
し
て
や
っ
て

い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
取
材
を
終
え
て
：

常
に
礼
儀
正
し
く
、

素
晴
ら
し
い
好
青
年

の
中
野
駅
長
。
郷
土

愛
も
強
く
、
こ
れ
か

ら
の
嬉
野
温
泉
駅
に

つ
い
て
話
さ
れ
る
駅

長
の
目
の
奥
に
は
輝

く
も
の
を
感
じ
な
が

ら
の
取
材
だ
っ
た
。

さ
ら
な
る
駅
長
の
活

躍
を
期
待
し
た
い
。

ト
ピ

ックスときの人人

嬉野温泉駅初代駅長は
嬉野市の出身です!!


